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第6章 開口部・日射遮蔽計画（Ａ６） 

6.1  はじめに 

開口部の遮熱性能については、住宅では次世代省エネルギー基準の改訂、住宅の品質確保の

促進等に関する法律などにおいて夏季日射侵入率の規定強化、建築物においては省エネルギー

基準の建築物の年間熱負荷(PAL)では省エネルギーに関する計画の義務化の動きなどに伴い、

冬季の日射熱取得及び夏季の冷房負荷低減のための遮蔽効果など評価の必要性が高まっている。

しかしながら、開口部の日射熱取得率について ISO 15099 などの計算法が規格化される中で、そ

の測定法が未だ整備されていないことは問題であり、計算法の検証のためにもその早急な整備が

求められている。このような状況踏まえ、主に日射熱取得率の測定法についての検討を進めてきた。

また、ガイドラインマニュアルにおける日射侵入率の簡易計算法についての検討も行ってきた。さら

に、日射遮蔽機器や、その設計事例についても調査を行ってきた。 

6.1.1  日射熱取得率の構成要素 

日射熱取得率(Solar Heat Gain Co-ef f ic ient:  SHGC)は、日射熱が直接透過、あるいは再放

射などによって室内に入ってくる割合を示し、我国では日射侵入率とも呼ばれる。 

実際の熱取得（損失）は、図 6.1.1の外枠の部分であり、室内外の温度差による貫流熱と日射に

よる取得熱の合計である。 

図中左の日射に関する項目にあげた開口部に当たる入射熱量と、グレージング(ガラス)、フレー

ム(枠・框)、及び付属物(カーテン等)の、それぞれのあるいは組合せとしての日射透過率・吸収率・

反射率などは、光学的な性質である。これらの性質が組み合わさって、最終的には熱の形で取得さ 
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図 6.1.1 日射熱取得の構成要素 

れ る 。 図 中 右 の 貫 流 熱に 関 す る 項 目 に

あげた、室内外の温度、熱伝達率、グレ

ージングとフレームの熱抵抗、付属物を

付けた時の熱抵抗は熱的な特性である。

実際の熱取得（損失）は、室内外の温度

差による貫流分と日射による取得分の合

計であり、日射熱取得率を求める場合に

は貫流分を差し引く必要がある。光源照

射時には、熱伝達等が変化すると考えら

れるが、現状ではその把握が困難なため、

非照射時に求めた熱貫流率を用いること

にしている。 
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6.1.2  日射熱取得率計算法の現状 

日射熱取得率の基準値や評価値はガラス中央部における光学的な計算法を援用した計算によ

って決定されてきた経緯がある。 

窓の日射特性はガラスの日射特性の計算方法とサッシを加えた総合的な窓の特性の計算方法

に分かれるが、窓ガラス中央値としてのガラスの特性の計算方法として、まず JIS R 3106 と ISO 90

50 があげられる。また、窓全体の日射特性の計算方法として米国で ASHRAE STANDARD 142 が

提案され、この内容はそのまま ISO 15099 に採用された。 

これらの計算方法の規格はそれぞれ各国の省エネ基準に反映されている。日本の省エネ基準と

しては、住宅の省エネ基準（次世代基準）と、ビルの省エネ基準（PAL）があり、米国の基準として E

nergy Star Windows などがあげられる。また、海外ではこれらの基準に対応した計算ソフトが、市

販または公開されている。 

以下にそれぞれの規格、基準などについての概要を述べる。 

1)  ガラス中央部の計算法 

ＪＩＳ Ｒ ３１０６では１枚ガラス板では、室外・

室内表面熱伝達率と日射吸収率とから、ガラ

スに吸収されて室内へ伝達される熱流の入射

する日射に対する比率を計算し、これに、日

射熱透過率 分を加えて 日射熱取得 率とし て

いる。複層ガラスでは、複層ガラスの各板ガラ

ス間の熱抵抗を求め、室外・室内表面熱伝達

率と日射吸収率から、各ガラス板に吸収され

て室内へ伝達される熱流の入射する日射に

対する比率の合計を求め、これに、日射透過

率を加えて日射熱取得率としている。 

ISO 9050 は JIS R3106 の基となった規格

であり、熱伝達率等の物性が少し異なる程度

である。 

JIS R3106 も ISO 9050 も、単純化のため

に、実際の状況とは異なり、日射はグレージ

ングに 対し てほとん ど 垂直に 当 た るもの と仮

定している。放射が斜めに入射する場合は、

グレ ージ ングの日 射透 過率 と日 射 熱取得 率

は、いずれもいくらか小さくなるので、放射が

斜めに入射する場合には、日射遮蔽効果は

大きくなる。

2)  次世代省エネ基準の計算法 

平成 11 年 3 月 30 日施行の改正省エネル

ギー基準(次世代基準)の解説書においては、

窓ガラス全体の日射熱取得性能の基準として

開口部の夏期日射侵入率に関する性能基準

が設計・施工指針の中に示されている。 

前述の JIS にはガラス単体の日射熱取得率

の 計 算 方 法 は 規 定 さ れ て い る が 、 日 射 遮 蔽

物が付属している場合 の 計算方法 は規定さ

れていない。 

次世代基準では、遮蔽物がない場合のガ

ラス単体の日射熱取得率計算には JIS を採用

し、遮蔽物 がある場合 のガラスと遮 蔽物との

組み合わせた時の日射熱取得率の計算は、J

IS の計算法を援用し、以下の仮定をおいた

方法となっている。 

ガラス板や日射遮蔽物への日射吸収率を

波長毎の分光値ではなく、波長平均した日射

透過率・反射率の値を用いて計算する。これ
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は 日 射 遮 蔽 物 の 多 く が 、 分 光 透

過率・反射率が公表されていない

ためである。 

屋外側に設置された遮蔽物に

吸収された日射熱はすべて屋外

側に伝達(排除)されるとする。室

内側に設置された遮蔽物に吸収

された日射熱はすべて室内側に

伝達(取得)されるとする。 

ガ ラ ス 板 に 吸 収 さ れ た 日 射 熱

は 、 当 該 ガ ラ ス 内 外 の 熱 抵 抗 比

によって分配されるとする。 

遮蔽物とガラス面との間の空気

層の熱抵抗は条件として与える。

複 層 ガ ラ ス の 空 気 層 は 密 閉 さ れ

て い る の に 対 し 、 通 常 の 日 射 遮

蔽物には通気性があり、遮蔽物と

ガ ラ ス 面 の 間 の 空 気 層 は 密 閉 さ

れているとはいいがたい。しかし、

こ こ で は 遮 蔽 物 が 通 気 性 の な い

面材であり、遮蔽物とガラス面の

間が複層ガラスのように密閉され

ていると仮定している。すなわち、

遮 蔽 物 は ガ ラ ス と 同 じ に 扱 わ れ

る。 

室内側、屋外側の熱伝達率は、

遮蔽物表面においても板ガラスと

同じ値を用いる。 

・次世代計算法の問題点 

近 年 、 低 放 射 複 層 ガ ラ ス や 遮

熱 複 層 ガ ラ ス な ど 波 長 選 択 性 の

ガ ラ ス が 市 販 さ れ て い る 。 こ れ ら

の ガ ラ ス は エ ネ ル ギ ー 強 度 の 高

い 可 視 光 部 分 に お い て の 透 過

率･反射率が一般のフロートガラ

スとは大きく異なり(図 6.1.2参照)、

ガ ラ ス を 透 過 し た 後 の 光 が 太 陽

光のスペクトルとまったく違ったも

のとなる。 

図 6.1.3は、カーテン、ブライ 
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図 6.1.2各種ガラスの分光特性 
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図 6.1.3分光と波長平均での比較 
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図 6.1.4再放射等の扱いによる比較 

ンドなどの付属物を組み合わせた場合の日射熱取得率を、

従来から用いられてきた波長平均の透過率･反射率と、波

長ごとの分光透過・反射率から求めたものの比較である。

波長選択性の高いガラスにおいて差が大きくなることがわ

かる。 
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また、図 6.1.4は室内側の遮蔽物に吸収さ

れた日射熱が、再放射等によって屋外へも分

配される時の比較である。波長選択性の高い

ガラスと、フロート板ガラスにおいて差が大き

くなっている。前者では、ガラスの透過光の分

光特性の違いで、後者は透過率が高く反 射

光が屋外に透過することが考えられる。

1)  建築物の省エネ基準（PAL）の計算法 

前項の住宅の次世代基準と同時に建築物

の省エネルギー基準（いわゆるビルの新省エ

ネ基準）が施工されたが、解説書にはＰＡＬ計

算の章（第 3 章）に、各種ガラスの性能値が日

射遮蔽物としてのブラインドとの組み合わせ

を含めて記述されている。この章には、ガラス

の熱貫流率と日射侵入率が表としてまとめら

れているが、これらの表には特殊な事情によ

って２つの考え方の計算法が混在している。

すなわち、1980 年に制定したガラス性能値と

1995 年に追加した高性能熱線反射ガラスを

用いる組み合わせの性能値部分である。 

1980 年値は現行 JIS R3106 の元になる JI

S が 1885 年に制定される前に定式化されて

おり、表 面 熱伝達率お よび中空 層 の 熱抵抗

が固定化されていて、表面コーティングによ

って放射率が変化したときの影響が計算でき

ないという問題点があった。そのため、1985

年頃から日本でも盛んに使われ始めた高性

能熱線反射ガラスが正しく扱えないという 問

題点があった。それに対応した計算方法が板

硝子協会から提案され、新しい計算方法を用

いて算出した性能値が 採用された。しかし、

以前の性能値の見直しは行われなかった。 

・PAL 計算法の問題点 

８０年計算法（HASP 等参考、透明・熱吸・

熱線反射ガラス）と９５年計算法（JIS、年平均

補正等、高性能熱線反射ガラス）の２系統の

データがあり、統一すべきである。 

複層ガラス＋ブラインドの構成の場合、複

層ガラスに相当する透過・反射を有する単板

ガラスとして簡略化している。その結果、複層

の室内側ガラスの吸収熱が無視されている。 

これを修正し、現在計算できない低放射ガ

ラスの計算を可能とすべきである。 

また、ガラス周辺部（スペーサー部）や枠の

影響が考慮されていないが、開口部の性能と

してはこの部分を含めて考えるべきである。

2)  ASHRAE STANDARD 142 の方法 

この計算法は、現在検討が進められている

ISO/DIS 15099 の基になっている規格案で

ある。 

窓製品の全日射熱取得率（SHGC）は次式

で示される。 

pf

ddffvc
t A

AFAFAF
F ∑ ∑ ∑++
=  

ここで、 

Ft：窓の全日射熱取得率 

Fc：ガラス中心部の日射熱取得率 

Ff：フレームの日射熱取得率 

Fd：ディバイダーの日射熱取得率 

Apf：窓の見付け面積 

Av：見る面積（view area）＝（Ac＋Ae＋Ade） 

Ac：ガラス中心部の面積 

Ae：ガラスのフレームエッジの面積 

Ade：ガラスのディバイダーエッジの面積 

Ac，Ae，Ade は、熱貫流率（U 値）の定義

からきている。窓の U 値の計算ではガラスの

フレーム側エッジとディバイダー側エッジはガ

ラス中央部とは異なった U 値を当てるが、窓

の SHGC の計算ではガラスエッジ部はガラス

中央部と SHGC は変わらないと扱っている。 

ガラス中央部の日射熱取得率は、室内と室

外の温度差と、入射角を含む日射条件から決

定される。ガラスの SHGC は、直接透過した
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日射分および吸収されて再放射された日射

分を加算して求められる。 

∑
−

= ⎭
⎬
⎫

⎩
⎨
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2

n

i s

ii
sc I

SNF τ  

ここで、 

Fc：ガラス中心部の日射熱取得率 

τs：ガラス中心部の日射透過率 

Si： i番目のグレージング層で吸収される日射束 

Is：入射する全日射束 

Ni： i番目のグレージング層に吸収される日射の

室内側へ流れる割合で以下のように表される。 
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ここで、 

Rg a p , j ： j 番 目 と j+1 番 目 の グ レ ー ジ ン グ の 間 の 中

空層の熱抵抗 

Rgl, j： j番目のグレージングの板の熱抵抗 

Rtot ： グ レ ー ジ ン グ 全 体 の 熱 抵 抗 （ ガ ラ ス 中 心

部） 

また、ガラスエッジ部分の日射取得は、前

述したようにガラス中心部の日射取得に等し

いと設定する。 

フレームの日射熱取得率は、次の式を用い

て計算される。 

o
f

surf

f
ff

h
A
A
U

F ⋅=α  

ここで、 

Ff：フレームの日射熱取得率 

αf：フレームの室外側面の日射吸収率 

Uf：フレームのＵ値 

Asur f：フレームやサッシの室外側表面の面積 

Af：フレームとサッシの面積（ガラス面に投影され

たフレームとサッシの面積） 

hc ： フ レ ー ム に お け る 室 外 の 熱 伝 達 率 （ 対 流 ＋

放射） 

（ディバイダーの日射取得率Fdも同様に計算す

るものとする。） 

フレームにおける室外の空気の熱伝達率 h

o（対流によるものと放射によるものの合計）は、

次のように計算するものとする。 

3
1, 4 mfnco Thh σε+= −  

ここで、 

Tm：室外温度とグレージング最外表面温度との

平均温度（Ｋ） 

hc,n-1：グレージングの最室外面(一般にはガラ

ス面)と室外の周囲空気との間の対流熱伝達率 

σ：ステファン・ボルツマン定数（5.6693×10-8 

W/(m2K4)） 

εf：フレームの室外側面の半球放射率 

である。

3)  Energy Star Windows について 

北米の全く新しい動きとして米国エネルギ

ー省と環境庁が進めている Energy Star Win

dows の評価基準がある。これは全米を南北

に３地域に分け、各地域に窓の U 値と SHGC

の評価基準を設け、ラベル表示することにより

高性能窓の普及促進を図る試みである。南部

で日本の次世代省エネ基準並の SHGC 基準

が設けられている点が注目される。 

 
図 6.1.5Energy Star Windowsの評価基準 
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4)  各種計算ソフトの最新動向 

北米で Frame/Vis ion、Window、欧州で

WIS というそれぞれ代表的なソフトが、それぞ

れの地域で最も求められている規格・基準類

をベースにして計算アルゴリズムを組み立て

ている。 

また、WIS でしか計算できなかった日射遮

蔽物の取り扱い方法が ISO 15099 に取り入

れられようとしている。 

我が国でも、(社)リビングアメニティ協会に

おいて、日射遮蔽物の取り扱いも出来るソフト

の開発とデータベースの整備が進められてい

る。 

6.1.3  日射熱取得率測定法の現状 

1960 年代に太陽光を用いた装置が盛んに研

究されていたが、1990 年代前半までの間はほと

んど測定法に関しての研究は実施されていない。

90 年代後半から北米を中心にいろいろな測定

法が提案されてきているが、いまだ確立された

方法とはなっていない。 

 
図 6.1.6 Queen’s Universityの装置 

図 6.1.6から図 6.1.9に、各国の測定装置の

例を、図 6.1.8に建築研究所の試作装置を示し

た。 

 
図 6.1.7 ASHRAEの試験装置の構成 

  恒温室

冷却パネル

ハロゲンランプ 

ファン 

バッフル
ヒーター

ファン 

バッフル

ガラス試験体 
付属物取付枠 

 
図 6.1.8建築研究所試作装置

 

 

図 6 . 1 . 9  N a t i o n a l  C e n t e r  f o r  R e s e a r c h  a n d  T e c h n o l o g y   

D e v e l o p m e n t  i n  M e x i c o  の装置  
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6.2  日射熱取得率測定法の開発 

6.2.1  はじめに 

開口部の日射熱取得率について ISO/DIS 15099 などの計算法が規格化されようとする中で、試

験法が未だ整備されていないことは問題であり、計算法の検証のためにもその確立が緊急の課題

である。 

このような状況踏まえ、ソーラーシミュレータを用いた日射熱取得率の測定法についての検討を

進めてきた。 

光源の分光特性を考えた時、太陽光を用いることは最良の選択である。 

しかしながら太陽光を用いる屋外での実験においては、太陽高度、方位角が時間とともに変化

するとともに日射強度も一定ではない。 

また気温、風向・風速も変動する。これらの要因から日射による取得熱量や貫流熱量が変化する。

このように変動の大きい屋外実験では、何が何に影響を与えているのかの仕分けが難しい。このた

め、それぞれの条件を固定できる室内での測定装置について検討を進めることとした。 

6.2.2  日射熱取得率測定の原理 

測定の原理を図 6.2.1に示す。計測箱は光源の照射による熱量除去のため、背面に冷却パネル

が設けられ、外部の恒温槽より冷却液が循環する。計測箱内表面はすべて熱流計パネルで覆われ、

そこを通過する熱量は計測される。計測箱内部には温度制御のためのヒーターと対流熱伝達率設

定のためのファンが設置されている。外部には対流熱伝達設定のための気流発生装置と光源が設

置される。 

外気側 

室内側 

計測箱の背面を冷却 

内面に貼りつけた熱流計で熱流を計測 

Qw＋St+L=HFM-Qi 

貫流熱Qw 

入射 
反射 
吸収再放射

透過St 

再放射L 

Qi 

HFM 

 
図 6.2.1日射熱取得率測定の原理 
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試験体を通して計測箱に入る熱量は、透過した日射と試験体に吸収された後、対流・放射で伝

達する熱量、および恒温室と計測箱の温度差による貫流熱量である。計測箱の中で発生する熱量

はヒーターとファンによるものであり、計測箱内表面全体に貼り付けた熱流計パネルで計測される

熱量からこの分を差し引いたものが貫流分と日射による取得熱量である。 

そして、この取得熱量から貫流分を除いた日射による取得熱量のみを試験体面で受けた日射熱

量（日射量×試験体面積）で割ると日射熱取得率が求まる。貫流分の取得熱量は、光源を照射し

ない温度差のみの熱貫流測定よりもとめる。図 6.2.1は室内より外気側の温度が高い夏季の場合を

示しているが、冬季の場合は室内外の温度が逆転し貫流分の方向が逆になる。 

この貫流分を無視できるように室内外の温度差を無くした条件で実験を行うことも考えられる。図

は室内より外気側の温度が高い夏季の場合を示している。 

6.2.3  日射熱取得率測定装置の概要 

図 6.2.2に装置の日射熱取得率測定装置の全体構成構成を示す。 

ソーラーシミュレータで照射された光は、光導入窓、外気側バッフルを通過し、試験体に当たり、

さらに試験体を透過した光は計測箱のバッフルを透過し冷却パネルに当たる。 

恒温室には、光導入用の窓を設けソーラーシミュレータの光が計測箱に取り付けられた試験体

に照射されるようになっている。 

外気側には透明ガラスのバッフルが設けられ、それと試験体の間の熱伝達率を設定するために、

上部に気流調整用のファンが設けられる。 

計測箱は断熱パネルで構成され、試験体と対側の面には透過した日射熱を除去するための冷

却パネルが設けられる。計測箱と試験体取付枠の室内側表面全面に熱流計が取り付けられ、試験

体以外からの恒温室と計測箱の間の熱量を計測できるようになっている。 

計測箱内部には透明ガラスのバッフルが設けられ、内部に透過した光のほとんどが冷却パネル

に当たるようになっている。 

ソーラー 

シミュレータ 

光導入窓 

外気側バッフル 

冷却パネル 

室内側バッフル 

気流調整用ファン

ファンヒーター 

 
図 6.2.2 日射熱取得測定装置の構成 

バッフルと試験体の間が試験を行う時の室内環境ということになる。バッフル下部には熱伝達率

の調整と温度の制御のためのファンヒーターが取り付けられる。 
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6.2.4  太陽光シミュレータ

1)  光源の検討 

試験に用いる光源としては、日射に近似した

波長分布の光源が必須である。このため太陽光

発電の評価などに用いられ、現状で最も太陽光

スペクトルに近似し、ランプ寿命中の変化も少な

く安定した光源であるキセノンのショートアーク

タイプとした。 

図 6.2.3にキセノンランプとエアマス 1.5 基準

太陽光、一般によく用いられるハロゲンランプの

波長特性を示す。 

0.0
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0.4

0.6

0.8

300 500 700 900 1100 1300 1500 1700 1900 2100 2300 2500

波長 [nm]

エ
ネ
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ギ

ー
比

強
度

太陽光AM-1.5

クセノンランプ

ハロゲンランプ

 
図 6.2.3光源の波長分布 

また、光源装置としては数十灯の小容量のラ

ンプを分散して直付けするタイプと、少数の大

容量のランプでインテグレーターレンズを用いる

タイプがある。前者はランプの機差による影響が

大きく照射面内の照射強度の分布が大きく、ラ

ンプ交換の度に照射強度・分布とも大きく変化

する。後者はインテグレーターレンズを用いてい

るため機差による影響は少なく照射強度の斑が

少なく、ランプ交換後の 照射強度も ほとんど変

化しない。 

日射遮蔽性能(日射熱取得率)を測定する時、

照射(入射)強度が最も重要な入力条件であり、

ランプ交換による照射強度の斑や変化は入力

条件をその度に確定するという作業に大変な時

間と労力を費やす。特に前者の多灯式の場合ラ 

表 6.2.1 ソーラーシミュレータの仕様 
(ア)     基本仕様

   1) 有効照射面／照射強度 ：① 850mm×700mm　 / 1300W/㎡
　　　　　　　　　　　　　 ②1200mm×1000mm　/　650W/㎡
　　　　　　　　　　　　　 ③1700mm×1400mm　/　325W/㎡
   2) 照射方向        ：    水平

   3) 面内不均一性    ：    ±5%
   4) 照度安定度　　　：　　±3%/Hr
   5) 光平行度        ：    ±10°
   6) 分光分布        ：    AM－1.5Gに近似

                              スペクトル合致度：結晶系　  JIS C8912及びIEC 60904-3
                                  400 ～ 900nm,100nm分割で　　±25％以内

                                  900 ～1100nm,200nm分割で    ±25％以内

(イ)     構成

   1) ランプハウス部        －－－          １式

   2) 安定化電源部            －－－          ４式

(ウ)     ランプハウス部

   1) ラ  ン  プ      ：  ワコム製キセノンショートアークランプ

                                                                     KXL-6502CF　 ４本使用

   2) 光学システム    ：  楕円反射鏡､インテグレーターレンズ

   3) 光学フィルタ    ：  AM1.5Gフィルタ

   4) シャッター制御機構：ローカル／リモート切替スイッチ

                            ローカル用開閉スイッチ

                            リモート用入力端子付

   5) 光安定化機構    ：  内部の光モニターセルと光フィードバック回路により

                            照射面の照度安定を保つ

   6) 冷却装置　　　　：　ランプ冷却用シロッコファン

                            排気用プロペラファン

                            排気ダクト（φ200　30m3/分、45℃）

   7) インターロック　：　開閉扉4ヶ所

   8) ランプハウス本体：　角パイプフレーム板金塗装（色：アイボリー）

                            ランプ交換用扉、背面に接続コネクター付

   9) 架台            ：　角パイプフレーム板金塗装（アイボリー）、キャスター付

                            ストッパー付

                            本体と一体構造

(エ)     安定化電源部

   1) 整流方式　　　：　ダイオードによる全波整流方式

                          トランジスター定電流出力

   2) 定格出力　　　：　直流定電流出力、DC40V、80～165A
   3) 定格入力      ：  3相 AC200V±10%、17KVA×4（49A×4系統）、50/60Hz
   4) 操作スイッチ類：　メイン、ランプON/OFF、ランプ起動、

                          FB回路ON/OFF、ランプ電流調節つまみ

   5) 表示灯　　　　：　上記スイッチ動作表示

                          ランプ電流オーバー異常表示

   6) 指示計　　　　：　ランプ点灯電流、ランプ点灯電圧、ランプ点灯時間積算計

   7) 接続ケーブル　：　ランプハウスとの接続ケーブル－－－各10ｍ
                          入力ケーブル（アース付き）　－－－　10ｍ
   8) 本体　　　　　：　アングル材板金塗装（アリボリー）、キャスター付き

(オ)     トラブルモニター

   1)トラブル表示灯

　　a) ランプハウス部

　　b) 電源（キセノン安定化電源）部

(カ)     設備電源容量

   1) 安定化電源部へ供給　：　3相　AC200V、17KVA×4（49A×4）、50/60Hz
   2) トラブルモニター　　：　AC100V、10A
(キ)     重量

   1) ランプハウス部　：　約500Kg
   2) 安定化電源部　　：　約180Kg×4台  
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ンプ正面とランプの間では大きな照度強度の

差を示すことから、後者のインテグレーターレ

ンズを用いたソーラーシミュレータとした。 

試験体サイズや必要照射量など詳細に検

討した結果、表 6.2.1のような仕様のソーラー

シミュレータを導入した。 

2)  太陽光シミュレータの概要 

新しく導入した太陽光シミュレータ装置の

照射部を図 6.2.4、制御盤を図 6.2.5、電源

部を図 6.2.6に示す。電源はランプ 1 灯に付

き 1 台となっている。 

 
図 6.2.4照射部 

ランプハウスからの距離と照射面積・照射

強度の関係を図 6.2.7に示す。 

照射強度は設計時の 1.5 倍ぐらいとなって

おり、窓の標準サイズ(16513)の面積でも ISO

 15099 等の計算条件である夏期 500W/㎡で

の測定もどうにか可能であると考えられる。 

 
図 6.2.5制御盤 

 
図 6.2.6電源部 
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図 6.2.7距離と照射面積の関係 

3)  ランプハウス部の構成 

 
①キセノンランプ②楕円ミラー③一次ミラー 

④二次ミラー ⑤インテグレーターミラー 

図 6.2.8ランプハウス部の構成 

ランプハウスの構成を図 6.2.8に示す。 

装置下部にあるランプ(キセノンショートア

ーク 6.5KW4 灯)より照射された光は直接ある

いは楕円ミラーで反射され、AM 1.5G フィル

ターを通り、一次ミラー、二次ミラーで反射さ

れインテグレーターレンズを経て、試験体に

照射される。 

楕円ミラーは銀の裏面鏡、一次ミラーはア

ルミ蒸着の表面鏡で、二次ミラーは銀の裏面

鏡となっている。インテグレーターレンズは、

照射面に均一な分布の光を得るための重要

な光学部品で、数十個のレンズを組み合わせ

た構造となっている。 

4)  有効照射面積 

照射強度はランプ電源の電流により可変で

ある。表 6.2 .2に電流値と照射強度の関係を

示す。 

1200w×1000h 

1000W/㎡ 

850w×700h 

2000W/㎡ 

1700w×1400h 

500W/㎡ 
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5)  照射方向 

照射方向は水平（試験体に垂直入射）とな

っており、キセノンランプの特性、実験室の制

約から照射角度を変えることは出来ない。 

6)  照度安定性と平行度 

表 6.2.2電流と照射強度の関係 

電流 850×700 1200×1000 1700×1400

80 985 492 272 

90 1179 595 313 

100 1374 687 364 

110 1579 790 426 

120 1815 903 436 

130 2056 1026 549 

140 2287 1144 615 

150 2528 1251 682 

ランプ４灯の内３灯は定電流制御で、1 灯

のみがインテグレーターレンズ通過後の光量

を検知して電流をフィ－ドバック制御するよう

になっている。 

図 6.2.9にランプ点灯から 70 分後までの

照射強度の変化を示した。点灯から 2 分程度 
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図 6.2.9時間経過と照射強度 

表 6.2.3照射面の照射強度分布(電流100A時) 

850×700 

 面内不均一：±３．４％ 

1349  1323  1297 

 1344 1338 1308  

1323 1349 1364 1308 1277 

 1333 1333 1303  

1323  1308  1287 

1200×1000 

 面内不均一：±３．５％ 

682  697  682 

 703 708 692  

682 703 713 697 682 

 692 697 692  
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1700×1400 

 面内不均一：±４．１％ 
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図 6.2.10分光分布(300～2000nm) 
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図 6.2.11分光分布(400～1100nm) 

表 6.2.4分光照射強度の合致度 

波長 照射照度 AM1.5G 合致度

ｎｍ ｗ/㎡ ｗ/㎡ ％ 

400～500 161.40 138.71 116

500～600 158.86 151.28 105

600～700 135.93 137.47 99

700～800 102.32 111.59 92

800～900 80.59 91.99 88

900～1100 112.26 120.32 93

でほぼ一定となっており、始動直後を除けば

十分±1%／hr 以内で安定している。これはフ

ィードバック制御による効果と考えられる。距

離と照射面の体格の実測の結果、平行度も 9.

9%であった。
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7)  面内不均一性 

表 6.2.3に電流 100A の時の照射面の強

度分布を示した。測定は照射面を縦横それぞ

れ５分割しその中心で測定した。面内の不均

一は±5％以内に収まっている。 

8)  分光分布 

AM1.5G の太陽光との分光分布の比較を

図 6.2.10、図 6.2.11に示す。図中の太線が

太陽光、細線でギザギザしたものが太陽光シ

ミュレータのものである。 

キセノンランプ特有の輝線はフィルターに

よっても除去しきれていない。 

400～1100nm での分光放射照度の合致

度を表 6.2.4に示す。最大で+16％、最小で-

12％であり概ね AM1.5 に近似していると考え

られる。 

6.2.5  計測箱 

1)  計測箱概要 

計測箱の概要を図 6.2.12に示す。 

  
 

外気側バッフル 

(高透過ガラス) 

ファン 

冷却パネル 

熱流計 

遮蔽板 

試験体取付枠 

試験体 

バッフル 

（高透過ガラス） 

ヒーター 

 
図 6.2.12計測箱概要
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2)  ファンヒーター 

図 6.2.13にファンヒーターを示す。 

室内側の熱伝達率設定のために、DC 軸流

ファン 12 台を設置した。ファン風速は電源（D

C18V2A）の電圧を変更することで変わる。フ

ァンの奥にシリコン被覆シースヒーターを設置

した。白金抵抗温度計により、電源(DC32V6

A)の電流制御を行っている。 

供給される電力は電圧、電流を計測するこ

とで求まる。  
図 6.2.13 ファンヒーター 

3)  冷却パネル 

計測箱背面には、照射時の熱を除去する

ために冷却パネルが設けられている。 

冷却パネルには、外部の恒温槽で温度制

御 さ れ た 水 が 循 環 す る よ う に な っ て い る 。 表

面には熱流計が全面に貼り付けられ、除去熱

量が計測される。 

4)  バッフル 

気流の経路を確保

するために計測箱内

部 は 高 透 過 型 ガ ラ ス

の バ ッ フ ル で 仕 切 ら

れ て い る 。 高 透 過 型

の ガ ラ ス は 一 般 に 用

いられるフロート板ガ

ラ ス に 比 べ 、 透 過 率

が 高 く 、 特 性 も フ ラ ッ

ト で あ る た め に 照 射

光 の 分 光 特 性 を あ ま

り変化させない。 

フロートガラス対高透過ガラス
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図 6.2.14高透過型ガラスの分光反射率･透過率 

ガラスの分光特性を図 6.2.14に示す。また、

ガラスは 3μｍ以上の長波長放射をほとんど

透過し ないので冷 却 パ ネルか らの 放射の影

響を抑えることができる。 

5)  試験体取り付け枠 

試験体取り付け枠は合板の間に断熱材を

サンドイッチしたもので、標準サイズ（呼び寸

法：16513）の窓を取り付けられる開口が開い

ている。 

照射条件や温度条件の変更による安定ま

での時間の短縮を考えて、断熱材には熱 容
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量の小さいペーパーハニカムを用いた。 

取り付け枠の計測箱側には、熱流計を貼ら

れ通過する熱量を計測できるようになってい

る。 

6)  遮蔽板 

取り付け枠の外気側には通気胴縁の上に

黒く塗った段ボールを設した。 

これは照射光の反射を防ぎ、吸収した熱の

排熱を促進し、取り付け枠から流入する熱を

小さくするためである。 

7)  計測箱周壁 

計測箱周壁 4 面にも熱流量を計測するために熱流計パネルが全面に貼り付けた。

6.2.6  恒温室 

1)  恒温室の概要 

恒温室プレハブの仕様を表 6.2.5に、側面

パネル展開図を図 6.2.15・図 6.2.16に示す。

恒温室の設計条件は、温度－10℃から 30℃

で制御精度±0.5℃、湿度は成り行きとした。 

表 6.2.5恒温室プレハブ本体の仕様 

パネル寸法 

断熱厚さ 

 

 

ガラス 

ガラス窓取付枠 

搬入扉 

 

3,600W × 3,600L × 3,200H＋75鋼製ベース付 

硬質ウレタンフォーム ：75t  

壁，天井  ：内外装・カラー鋼板（黒色） 

床   ：内外装・カラー鋼板（黒色）、コンパネ9ｔ内蔵 

高透過型複層ガラス ：1600×1600×22t (5ｔ×12×5ｔ)  ～ １面 

同上用取付枠  ：アルミ製（ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ色）／結露防止ﾋｰﾀ付 

親子扉   ：1,200W × 2,000H ／ﾄﾞｱﾋｰﾀ付 

その他   ：塩ビ管ｽﾘｰﾌﾞ  100φ×3ｹ所 

2)  光導入窓 

太陽光シミュレータ装置点灯時に恒温室内

に光を導入する窓には断熱スペーサーを用

いた高透過型複層ガラスを取り付けた。 

複層ガラスに用いたガラス板は計測箱内の

バッフルと同じ特性のものである。 

3)  バッフル 

外気側の気流の経路を確保するため試験

体と正対する面にはバッフルを取り付けた。 

使用したガラスは計測箱内のバッフルと同

じである。 
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図 6.2.15恒温室の展開図その1 

 
図 6.2.16恒温室の展開図その2 

 
図 6.2.17気流発生装置 

4)  気流発生装置 

試験体の外気側熱伝達率調整のため試験

体とバッフル間の上部に整流板付きの気流発

生装置を設置した。 

AC200V 軸流ファン 3 台が設置され、熱伝

達率調整のためインバーターにより制御され

る。 

6.2.7  実験室の配置 

太陽光シミュレータ装置、計測箱、恒温室等の配置を図 6.2.18に、断面を図 6.2.19に示す。 
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図 6.2.18実験室の配置 

 
図 6.2.19装置全体の断面 
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6.3  日射熱取得率の測定 

6.3.1  実験条件 

日射熱取得率測定の実験条件を表 6.3.1に

示す。 
表 6.3.1実験条件 

 夏条件 冬条件 

室内温度 25℃ 20℃ 

外気温度 30℃ 0℃ 

照射強度 300W/㎡ 300W/㎡ 

6 . 3 . 2  試験体 

試 験 体 は 、 標 準 サ イ ズ （ 呼 び 寸 法 ： １ ６ ５ １ ３ ） の 嵌 め 殺 し 窓 と し た 。 窓 枠 は ア ル ミ 、 ア ル

ミ 熱 遮 断 、 ア ル ミ 樹 脂 複 合 、 樹 脂 と し 、 試 験 体 取 り 付 け 枠 に 取 り 付 け た 。 取 り 付 け 枠 の 詳

細 を 図  6 . 3 . 1 に 示 す 。  

 
図 6.3.1試験体取り付け枠 

1)  サイズ 

標準サイズ（呼び寸法：16513）で、伝熱開

口（1690ｍｍ×13７0mm）とした。 

2)  開閉方式 

嵌め殺し窓とした。 

3)  枠 

アルミ、アルミ熱遮断、アルミ樹脂複合、樹

脂の４種類とした。アルミ枠の断面を図 6.3.2、

図 6.3.4に、アルミ熱遮断枠の断面を図 6.3.

3、図 6.3.5に、アルミ樹脂複合枠の断面を図

 6.3.6、図 6.3.8に、樹脂枠の断面を図 6.3.

7、図 6.3.9に示した。 

4)  ガラス 

普通複層ガラス、断熱型低放射複層ガラス、

銀 1 層と銀 2 層の遮熱型低放射複層ガラスの

4 種類とし、低放射複層ガラスについては通

常の使い方と、裏返した状態での 7 パターン

での実験を行った。 

 

- 456 -



第６章 開口部・日射遮蔽計画（Ａ６） 

通常、断熱型では低放射膜面が室内側ガラスの中空層側で、遮熱型では逆に膜面が外気側

ガラスの中空層側となっている。

 
図 6.3.2アルミ枠縦断面 

 
図 6.3.3アルミ熱遮断枠縦断面 

 
図 6.3.4アルミ枠横断面 

 
図 6.3.5アルミ熱遮断枠横断面 
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アルミ枠、アルミ熱遮断枠、アルミ樹脂複合枠では 3-A12-3 の、樹脂枠では 4-A12-4 の複層

ガラスでの実験を行った。

 
図 6.3.6アルミ樹脂複合枠縦断面 

 
図 6.3.7樹脂枠縦断面 

 

 
 

図 6.3.8アルミ樹脂複合枠横断面 

 
図 6.3.9樹脂枠横断面 
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5)  付属物 

窓に取り付ける付属物は以下の通りと

した。 

(1)  すだれ 

実験で使用したすだれを図 6.3 .10、

図 6.3.11に示す。 

 
図 6.3.10すだれ 

 
図 6.3.11すだれ外観

(2)  レースカーテン 

実 験 で 使 用 し た レ ー

スカーテンを、図 6.3.1

2に示す。 

(3)  ドレープカーテン 

実 験 で 使 用 し た ド レ

ープカーテンを図 6.3.

13に示す。 

 
図 6.3.12レースカーテン  

図 6.3.13ドレープカーテン 

(4)  外付けロールスクリー

ン 

実 験 で 使 用 し た 外 付 け ロ

ールスクリーン１を図 6.3.14

から図 6 .3 . 17に、外付けロ

ールスクリーン２を図 6.3.18

から図 6.3.20に示す。  
図 6.3.14外付けロールスクリ

ーン１ 

 
図 6.3.15外付けロールスクリ

ーン１ 外観 

  
図 6.3.16外付けロールスクリ

ーン１縦断面 
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図 6.3.17外付けロールスクリーン１ 横断面 

 

図 6.3.18外付けロールスクリーン2 

 
図 6.3.19外付けロールスクリーン２ 縦断面 

 
図 6.3.20外付けロールスクリーン２ 横断面 
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(5)  内付けブラインド 

実験に用いた内付けブラインドを図 6.3.21

から図 6.3.23に示す。スラット角により性能が

変化するのでスラット角を変えた実験も行った。

ス ラ ッ ト 角 度 に よ る 隙 間 比 を 図  6 . 3 . 2 4 に 示

す。 

 
図 6.3.21内付けブラインド内観 

 
図 6.3.22内付けブラインド縦断面 

 
図 6.3.23内付けブラインド横断面 

 
図 6.3.24内付けブラインドスラット角と隙間比 
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(6)  外付けブラインドシャッター 

実験に用いた外付けの ブラインドシ ャッタ

ーを図 6.3.25から図 6.3.27に示す。スラット

角により性能が変化するのでスラット角を変え

た実験も行った。スラット角度による隙間比を

図 6.3.28に示す。 

 
図 6.3.25ブラインドシャッター外観 

 
図 6.3.26ブラインドシャッター縦断面 

 
図 6.3.27ブラインドシャッター横断面 

 
図 6.3.28ブラインドシャッタースラット角と隙間比 
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(7)  外付けルーバー 

実験に用いた外付けルーバーを図 6.3.29

から図 6.3.31に示す。スラット角により性能が

変化するのでスラット角を変えた実験も行った。

ス ラ ッ ト 角 度 に よ る 隙 間 比 を 図  6 . 3 . 3 2 に 示

す。 

 
図 6.3.29外付けルーバー外観 

 
図 6.3.30外付けルーバー縦断面 

 
図 6.3.31外付けルーバー横断面 

 
図 6.3.32外付けルーバースラット角と隙間比 
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(8)  ブラインド内蔵ガラス 

実験に用いたブラインド内蔵ガラスを図 6.

3.33から図 6.3.35に示す。スラット角により性

能が変化するのでスラット角を変えた実験も

行った。スラット角度による隙間比を図 6.3.3

6に示す。 

 
図 6.3.33ブラインド内蔵ガラス外観 

 
図 6.3.34ブラインド内蔵ガラス縦断面 

 
図 6.3.35ブラインド内蔵ガラス横断面 

 
図 6.3.36ブラインド内蔵ガラススラット角と隙間比 
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6.3.3  実験結果と考察 

枠、ガラス、付属物を組み合わせたときの実験結果と考察を以下に示す。 

1)  枠種の違い 

嵌め殺し窓で枠の種類を変えた実験を行

った。実験結果と計算値を表 6.3.2、図 6.3.

37に示す。計算は（社）リビングアメニティ協

会で開発中の境界要素法プログラム TB２D/

BEM で行った。 

ガラスは樹脂枠が 4-A12-4 で、ほかの枠

は普通複層ガラス 3-A12-3 である。枠の色

はすべてブラック系とした。 

フレーム面積比は窓面積に対する枠の面

積比であり、樹脂枠が大きく、後はほぼ同じで

ある。 

日射熱取得率は実験結果と計算値がほぼ

合っているが、熱貫流率は差が大きい。 

こ れ は 実 験 に お け る 熱 伝 達 が 計 算 条 件 と

異なっているためである。 

表 6.3.2実験結果と計算値 

 日射熱取得率 熱貫流率 フレーム面積比 η計算値 U計算値 

アルミ 0.72 3.4  11.0% 0.73 4.0  

アルミ熱遮断 0.71 2.9  10.0% 0.72 3.5  

アルミ樹脂複合 0.73  2.7 10.7% 0.71 3.1  

樹脂 0.69 2.8  17.5% 0.66 3.2  
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図 6.3.37実験結果と計算値 

2)  すだれ 

アルミ熱遮断枠普通複層 3-A12-3 の外部

にすだれを吊したときの結果を表 6.3.3に示

す。 

装置の都合上、入射角が 0 度の実験しか

行えないため、すだれの隙間を通して直接日

射が透過している。実際には太陽高度により
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隙 間 か ら の 直 接 の 透 過 は ほ と ん ど 無 い

ので、日射熱取得率はもっと小さくなると考

えられる。 

熱貫流率は、すだれがないときに比べ少

し小さくなっている。 

表 6.3.3すだれの実験結果 

  
日射熱 

取得率 
熱貫流率

アルミ熱遮断＋普通複層

3-A12-3 
0.71 2.9  

アルミ熱遮断＋普通複層

3-A12-3＋すだれ 
0.23 2.8  

3)  外付けロールスクリーン 

アルミ枠普通複層 3-A12-3 の外部にロ

ールスクリーン１を吊したときの結果を表 6.

3.4に、樹脂枠普通複層 4-A12-4 の外部

にロールスクリーン２を吊したときの結果を

表 6.3.5に示す。 

実際には太陽高度が高くなると隙間から

の直接の透過が少なくなるため、日射熱取

得率はもう少し小さくなると考えられる。 

熱貫流率は、ロールスクリーンがないとき

に比べ少し小さくなっている。 

表 6.3.4 ロールスクリーン１の実験結果 

  
日射熱 

取得率 
熱貫流率

アルミ＋普通複層 0.72  3.4  

アルミ＋普通複層 

＋ロールスクリーン1 
0.31  3.3  

表 6.3.5 ロールスクリーン２の実験結果 

  
日射熱 

取得率 
熱貫流率

樹脂＋普通複層 0.69  2.8  

樹脂＋普通複層 

＋ロールスクリーン2 
0.27  2.5  

4)  カーテン 

アルミ熱遮断枠普通複層 3-A12-3 の内

部にカーテンを吊したときの結果を表 6.3.

6に示す。 

カーテン生地の目の粗さなどによって日

射 熱 取 得 率 は 少 し は 変 化 す る と 考 え ら れ

る。 

熱貫流率は、カーテンがないときに比べ

少し小さくなっている。 

表 6.3.6 カーテンの実験結果 

  
日射熱 

取得率 
熱貫流率

アルミ熱遮断＋普通複層 0.71  2.9  

アルミ熱遮断 

＋普通複層＋レースカーテン
0.50  2.3  

アルミ熱遮断＋普通複層 

＋レースカーテン 

＋ドレープカーテン 

0.40  2.4  

5)  紙障子 

アルミ熱遮断枠普通複層 3-A12-3 の内

部に紙障子をたてたときの結果を表 6.3.7

に示す。 

日 射 熱 取 得 率 、 熱 貫 流 率 と も に 紙 障 子

がないときに比べて小さくなっている。 

表 6.3.7紙障子の実験結果 

  
日射熱 

取得率 
熱貫流率

アルミ熱遮断＋普通複層 0.71  2.9  

アルミ熱遮断 

＋普通複層＋紙障子 
0.38  1.8  

6)  内付けブラインド 

アルミ熱遮断枠普通複層 3-A12-3 の内内 
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部にブラインドを吊したときの結果を、表 6.

3.8、図 6.3.38、図 6.3.39に示す。 

スラット角度は 0 度が水平で、スラットの

凸面が外側になるように回転したとき正の

値、内側になるように回転したとき負の値と

して表現している。 

スラット角度の変化により日射熱取得率

が変化するが、隙間比の同じ-45 度と 45 度

で少し異なっている。 

熱貫流率も、スラット角度の変化により変

化している。 

表 6.3.8内付けブラインド実験結果 

  
日射熱 

取得率 

熱貫

流率 
隙間比

アルミ熱遮断＋普通複層 0.71  2.9    

アルミ熱遮断＋普通複層 

＋内付けブラインド61度全閉
0.35  2.1  0.0%

アルミ熱遮断＋普通複層 

＋内付けブラインド45度 
0.45  2.5  19.1%

アルミ熱遮断＋普通複層 

＋内付けブラインド0度全開
0.70  2.6  90.2%

アルミ熱遮断＋普通複層 

＋内付けブラインド-45度 
0.43  2.3  19.1%

アルミ熱遮断＋普通複層 

＋内付けブラインド-61度全閉 
0.36  2.1  0.0%

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

普
通

複
層

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

普
通

複
層

＋
内

付
け

ブ
ラ
イ
ン

ド
61

度
全

閉

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

普
通

複
層

＋
内

付
け

ブ
ラ
イ
ン

ド
45

度

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

普
通

複
層

＋
内

付
け

ブ
ラ
イ
ン

ド0度
全

開

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

普
通

複
層

＋
内

付
け

ブ
ラ
イ
ン

ド
-4

5度

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

普
通

複
層

＋
内

付
け

ブ
ラ
イ
ン
ド-6

1度
全

閉

日射熱取得率

 
図 6.3.38内付けブラインドの実験結果 日射熱取得率 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

普
通

複
層

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

普
通

複
層

＋
内

付
け

ブ
ラ
イ
ン

ド
61

度
全

閉

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

普
通

複
層

＋
内

付
け

ブ
ラ
イ
ン

ド
45

度

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

普
通

複
層

＋
内

付
け

ブ
ラ
イ
ン

ド
0度

全
開

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

普
通

複
層

＋
内

付
け

ブ
ラ
イ
ン

ド
-4

5度

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

普
通

複
層

＋
内

付
け

ブ
ラ
イ
ン

ド
-6

1度
全

閉

熱貫流率

 
図 6.3.39内付けブラインドの実験結果 熱貫流率 
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7)  外付けルーバー 

アルミ熱遮断枠普通複層 3-A12-3 の外部

にルーバーを設置したときの結果を表 6.3 .9、

図 6.3.40、図 6.3.41に示す。 

スラット角度は 0 度が水平で、スラットの凸

面が外側になるように回転したとき正の値、内

側になるように回転したとき負の値として表現

している。 

スラット角度の変化により日射熱取得率が

変化する。スラット角度 86 度全閉では日射熱

取得がほとんど無い。 

隙間比の同じ-45 度と 45 度で少し異なっ

ているが、スラット表裏の形状違いでの反射

の性状が異なることが原因と考えられる。 

熱貫流率も、スラット角度の変化により僅か

に変化している。 

表 6.3.9外付けルーバーの実験結果 

  日射熱取得率 熱貫流率 隙間比

アルミ熱遮断＋普通複層 0.71  2.9    

アルミ熱遮断＋普通複層＋外ルーバー86度全閉 0.02  2.7  0.0% 

アルミ熱遮断＋普通複層＋外ルーバー65度 0.08  2.6  0.0% 

アルミ熱遮断＋普通複層＋外ルーバー45度 0.23  2.7  18.7%

アルミ熱遮断＋普通複層＋外ルーバー0度全開 0.61  2.8  81.0%

アルミ熱遮断＋普通複層＋外ルーバー-45度 0.21  2.5  18.7%

アルミ熱遮断＋普通複層＋外ルーバー-65度全閉 0.09  2.4  0.0% 
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図 6.3.40外付けルーバーの実験結果 日射熱取得率 
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図 6.3.41外付けルーバーの実験結果 熱貫流率 

8)  ブラインドシャッター 

表 6.3.10ブラインドシャッターの実験結果 

  日射熱取得率 熱貫流率 隙間比 

アルミ熱遮断＋普通複層 0.71  2.9    

アルミ熱遮断＋普通複層＋ブラインドシャッター90度全閉 0.06  2.4  0.0% 

アルミ熱遮断＋普通複層＋ブラインドシャッター70度 0.03  2.9  0.0% 

アルミ熱遮断＋普通複層＋ブラインドシャッター45度 0.19  3.0  18.5% 

アルミ熱遮断＋普通複層＋ブラインドシャッター0度全開 0.53  3.0  76.6% 

 

アルミ熱遮断枠普通複層 3-A12-3 の外部

にブラインドシャッターを設置したときの結果

を表 6.3.10、図 6.3.42、図 6.3.43に示す。 

スラット角度は 0 度が水平で、スラットの凸

面が外側になるように回転したとき正の値とし

て表現している。ブラインドシャッターはスラッ

ト角度 0 度で昇降するため負の値とはならな

い。 

スラット角度の変化により日射熱取得率が

変化するが、90 度全閉では 70 度より大きくな

っている。 

これは、全閉の時スラットと窓ガラスの間が

密閉空気層に近くなり、スラット面の温度が上

昇し、ガラスとの間の放射熱交換によるものと

考えられる。 

熱貫流率も、全閉の時極端に小さくなって

いる。これも密閉空気層に近くなることにより

その分の熱抵抗が増したためと考えられる。 
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図 6.3.42ブラインドシャッターの実験結果 日射熱取得率 
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図 6.3.43ブラインドシャッターの実験結果 熱貫流率 

9)  ブラインド内蔵ガラス 

ア ル ミ 熱 遮 断 枠 に ブ ラ イ ン ド 内 蔵 ガ ラ ス を

取り付けたときの結果を表 6.3.11、図 6.3.44、

図 6.3 .45に示す。ブラインド内蔵ガラスは中

空層が１6ｍｍの普通複層ガラスの内部に、ス

ラット幅 10ｍｍのブラインドを組み込んだもの

で、外部よりマグネットで操作できるが、スラッ

ト角度の再現性は正確では無い。 

スラット角度は 0 度が水平で、スラットの凸

面が外側になるように回転したとき正の値、内

側になるように回転したとき負の値として表現

している。全上げとはブラインドスラットをたた

んだ状態で上部にスラットがたまっている。 
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表 6.3.11ブラインド内蔵ガラスの実験結果 

  日射熱取得率 熱貫流率 隙間比 

アルミ熱遮断＋普通複層（3-A12-3） 0.71  2.9    

アルミ熱遮断＋ブラインド内蔵ガラス 全上げ 0.61  2.6    

アルミ熱遮断＋ブラインド内蔵ガラス70度全閉 0.25  2.3  0.0% 

アルミ熱遮断＋ブラインド内蔵ガラス55度 0.33  2.4  0.0% 

アルミ熱遮断＋ブラインド内蔵ガラス45度 0.39  2.5  10.8% 

アルミ熱遮断＋ブラインド内蔵ガラス0度全開 0.55  2.6  92.1% 

アルミ熱遮断＋ブラインド内蔵ガラス-45度 0.58  2.4  10.8% 

アルミ熱遮断＋ブラインド内蔵ガラス-55度 0.39  2.3  0.0% 

アルミ熱遮断＋ブラインド内蔵ガラス-70度全閉 0.24  2.2  0.0% 
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図 6.3.44ブラインド内蔵ガラスの実験結果 日射熱取得率 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

普
通

複
層

（3
-A

12
-3

）

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

ブ
ラ
イ
ン

ド
内

蔵
ガ

ラ
ス

　全
上

げ

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

ブ
ラ
イ
ン

ド
内

蔵
ガ

ラ
ス

70
度

全
閉

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

ブ
ラ
イ
ン

ド内
蔵

ガ
ラ
ス

55
度

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

ブ
ラ
イ
ン

ド内
蔵

ガ
ラ
ス

45
度

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

ブ
ラ
イ
ン

ド
内

蔵
ガ

ラ
ス

0度
全

開

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

ブ
ラ
イ
ン

ド内
蔵

ガ
ラ
ス

-4
5度

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

ブ
ラ
イ
ン

ド内
蔵

ガ
ラ
ス

-5
5度

ア
ル

ミ熱
遮

断
＋

ブ
ラ
イ
ン

ド内
蔵

ガ
ラ
ス

-7
0度

全
閉

熱貫流率

 
図 6.3.45ブラインド内蔵ガラスの実験結果 熱貫流率 
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アルミ熱遮断＋普通複層（3-A12-3）と全

上げの日射熱取得率の差はたたまれている

スラットによる効果と考えられる。 

全閉状態のスラット角度-70 度と 70 度の差

はほとんど無いが、-55 度と 55 度、-45 度と 4

5 度の差はだんだん大きくなる。これはスラッ

ト面が曲面であるためにスラット表裏の反射の

様子が少し変わっているためと考えられる。 

熱貫流率も、同じように少し異なっている。 

10)  ガラス違い 

アルミ熱遮断枠に各種ガラスを取り付けた

ときの実験結果と計算値を表 6.3.12、図 6.3.

4 6に示す。ガラスは、普通複層ガラス、断熱

型低放射複層ガラス、銀 1 層と銀 2 層の遮熱

型低放射複層ガラスの 4 種類とし、低放射複

層ガラスについては通常の使い方と、裏返し

た状態での７パターンでの実験を行った。計

算は（社）リビングアメニティ協会で開発中の

境界要素法プログラム TB２D/BEM で行っ

た。 

日射熱取得率は実験結果と計算値がほぼ

合っているが、熱貫流率は差が大きい。これ

は実験にお ける熱伝 達 が 計算条件 と異なっ

ているためである。 

3 種の低放射複層ガラスを表使い、裏使い

としたが日射熱取得率に関してはやはり遮熱

型低放射ガラスと同じく膜面が外気側ガラス

の中空層側にあるときが日射熱取得率は小さ

いことがわかる。熱貫流率はほぼ同じである。 

表 6.3.12ガラス違いの実験結果 

  日射熱取得率 熱貫流率 η計算値 U計算値

アルミ熱遮断＋普通複層（3-A12-3） 0.71  2.9  0.72 3.5  

アルミ熱遮断＋断熱型Ｌｏｗ－Ｅ 0.67  2.1  0.67 2.5  

アルミ熱遮断＋断熱型Ｌｏｗ－Ｅ裏使い 0.64  2.0  0.61 2.5  

アルミ熱遮断＋遮熱型Ｌｏｗ－Ｅ（銀1層） 0.51  2.0  0.49 2.5  

アルミ熱遮断＋遮熱型Ｌｏｗ－Ｅ（銀1層）裏使い 0.61  2.0  0.57 2.5  

アルミ熱遮断＋遮熱型Ｌｏｗ－Ｅ（銀2層） 0.40  1.9  0.41 2.3  

アルミ熱遮断＋遮熱型Ｌｏｗ－Ｅ（銀2層）裏使い 0.49  2.0  0.49 2.3  
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図 6.3.46ガラス違いの実験結果 
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6.3.4  実験結果のまとめと今後の課題 

一連の実験結果をまとめたものが図 6.3.47、図 6.3.48である。 

やはり内付けより外付けの付属物で、かつ材料が日射の透過の少ないものの方がの日射遮蔽効

果が大きいことがわかる。 

一連の実験では主にアルミ熱遮断枠と普通複層ガラスの嵌め殺し窓にさまざまな付属物を組み

合わせた実験を行い、測定の妥当性の検証と、代表的な付属物の性能確認はできたと考えられ

る。 

今後は、引き違いや開きなど開閉方式の異なる窓と付属物の組み合わせた実験を継続して行う

予定である。 

（倉山 千春） 
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6.4  日射遮蔽性能の簡易計算法に関する検討 

6.4.1  背景 

いわゆる次世代省エネルギー基準(平成 11 年省エネルギー基準)では、開口部の日射熱取得率

(日射侵入率)の基準が強化されている。これに伴い、日射入射時の快適性向上および、冷房負荷

削減の為の日射遮蔽性能を評価する必要性が高まり、カーテン・ブラインド・障子など日射遮蔽部

材を設置した場合の各種ガラスの日射遮蔽性能の把握も必要となった。 

しかしながら、ガラス単体の日射熱取得率の計算方法は JIS で規定されているものの、日射遮蔽

部材と組み合わせた場合については、計算方法が定まっておらず、早急な整備が求められてい

た。 

そこで、ガラス業界で日射遮蔽部材を設置している場合の日射熱取得性能の計算方法を共通化

し、性能記載のないガラスや、今後開発されるガラスに関しても同じ方法で性能計算をできるように

するという目的で、日射遮蔽部材を設置した場合のガラス面の日射熱取得率について計算方法の

検討が行われた。検討の結果、比較的詳細に計算方法が示され、併せてその計算結果が 

表 6.4.1のようにまとめられ、設計者は主にこの表をもとに設計を行っている。 

表 6.4.1 ガラス単体ならびにガラスと附属部材と組み合わせたときのη値 

適

用

地

域 

ガラスの仕様 空気層

ガラス部分のη値 

日射遮蔽部材等の種類 

なし 
レース 

カーテン

内付ブラ

インド 
紙障子 

外付ブラ

インド 

Ⅰ 

Ⅱ 

普通三層複層ガラス 12mm 0.71 0.50 0.44 0.38 0.16 

低放射複層ガラスA 12mm 0.75 0.55 0.49 0.44 0.16 

低放射複層ガラスB 12mm 0.62 0.48 0.43 0.39 0.15 

低放射複層ガラスC 12mm 0.59 0.47 0.43 0.40 0.14 

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅴ 

普通複層ガラスA 12mm 0.79 0.53 0.45 0.38 0.17 

低放射複層ガラスA 6mm 0.74 0.53 0.47 0.42 0.16 

低放射複層ガラスB 6mm 0.61 0.46 0.41 0.37 0.15 

低放射複層ガラスC 6mm 0.58 0.45 0.41 0.37 0.14 

遮熱複層ガラスA 6mm 0.50 0.37 0.33 0.29 0.12 

遮熱複層ガラスB 6mm 0.42 0.32 0.29 0.26 0.11 

遮熱複層ガラスC 6mm 0.55 0.39 0.35 0.30 0.13 

Ⅵ 

普通単板ガラス － 0.88 0.56 0.46 0.38 0.19 

遮熱複層ガラスA 6mm 0.50 0.37 0.33 0.29 0.12 

遮熱複層ガラスB 6mm 0.42 0.32 0.29 0.26 0.11 

遮熱複層ガラスC 6mm 0.55 0.39 0.35 0.30 0.13 

熱線反射ガラス2種 － 0.55 0.41 0.36 0.32 0.13 

熱線反射ガラス3種 － 0.35 0.31 0.28 0.26 0.10 
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6.4.2  現状における問題点 

設計者は表 6.4.1 を参考に基準値を満たしているかを判断しているのが現状であり、計算方法

が示されたものの、実際にそれを用いて計算しているケースは少ないとされる。その為、表 6.4.1 に

は 5 種類の日射遮蔽部材について表示されているが、他の数多くの部材や今後新たに開発される

部材やガラスについても同じ方法で表現する必要があり、表が縦横に大きく広がる結果となってし

まう。また、設計者側は表から値を読み取ることになるが、各日射遮蔽部材を設置した場合の効果

が、感覚的にとらえ易いものとは言えない。 

そこで本研究では、より簡単で設計者が効果を感覚的にとらえ易い簡易計算法を示し、また、そ

の評価方法についても検討を行った。 

6.4.3  簡易計算法に関する検討 

庇や内外の付属物を含めた総合的な日射遮

蔽性能を、以下のように 1)ガラス単体の日射熱

取得率、2 )附属部材の日射遮蔽係数、3 )庇等

の効果の 3 つの積として求める方法を提案した。

こうすることにより、表に示されていないガラス、

遮蔽部材を含む組み合わせにおいても容易に

性能が推定できることに加え、個々の性能がそ

のまま比例して総合性能に反映されることが明

白で、感覚的に理解され易いものになることが

期待される。 

開口部の総合的な日射熱取得率 

＝ガラスの日射熱取得率η×附属部材の日射

遮蔽係数×庇等の効果･･･(式6.4.1) 

× ×

(各々の実際のグラフは本節の最後に掲載)

 
図 6.4.1 開口部の総合的な日射熱取得率 

以下に簡易計算法の精度に関する検討を行

う。 

1)  基準となるガラスの選定 

基準となるガラスを選定する為に、以下に

示す検討を行った。 

まず、基準となりうる(ⅰ)～(ⅴ)の部材を決

定し、(ⅰ)～(ⅴ)の部材のそれぞれについて、

簡易計算値の計算結果、及び、次世代省エ

ネルギー基準計算値(表 6.4.1)と簡易計算値

との差を求めた。その結果を図 6.4.2～図 6.

4 . 6に示す。各図の(a )には計算結果表及び

そのグラフ（次世代省エネルギー基準計算値 

についても点線で載せている)を、( b )には、

次世代省エネルギー基準計算値と簡易計算

値との差の程度、及び、双方の相関を示した

グラフを載せている。なお、全てのグラフにお

い て 、 実 線は 簡 易 計 算値 を 、 点 線は 次 世 代

省エネルギー基準計算値を示す。また、表内

の数値は全て小数点以下 3 桁目を四捨五入

し、小数点以下 2 桁で表示しており、更に(b)

内の表には、差が±0.05 以内のものに色付

けを行っている。 
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第６章 開口部・日射遮蔽計画（Ａ６） 

図 6.4.2～図 6.4.6の検討結果から、以下

のことが分かる。 

(ⅰ) ほとんどのケースで、次世代省エネル

ギー基準計算値＞簡易計算値となっている。

その差は、低放射複層ガラス C(空気層 12m

m)に紙障子を設置した場合が最も大きく、0.

15 程度次世代省エネルギー基準計算値の方

が大きい値となった。また、外付ブラインド設

置時は、どのガラスにおいても最大 0.02 程度

の差でおさまっている。他の部材を設置して

いる場合は、普通単板ガラス・普通複層ガラ

ス A を除いて、どのガラスにおいても 0.05 以

上の差が生じる場合がほとんどである。 

(ⅱ) (ⅰ)と同様、ほとんどのケースで、次世

代省エネルギー基準計算値＞簡易計算値と

なっている。その差は、低放射複層ガラス C

(空気層 12mm)に紙障子を設置した場合が最

も大きく、0.12 程度次世代省エネルギー基準

計算値の方が大きい値となった。また、外付

ブラインド設置時も(ⅰ)同様、どのガラスにお

いても最大 0.02 程度の差でおさまっている。

他の部材を設置している場合は、単板ガラス

を基準とした(ⅰ)と比較すると、次世代省エネ

ルギー基準計算値と簡易計算値の差はかな

り小さくなっており、半分弱のケースにおいて

±0.05 以内におさまっている。 

(ⅲ) 低放射複層ガラス C(空気層 12mm)、

普通複層ガラス A、普通単板ガラス、熱線反

射ガラス 3 種を除けば、他の全てのガラスで

次世代省エネルギー基準計算値と簡易計算

値が±0.05 以内におさまっている。 

(ⅳ) (ⅲ)とほとんど違いはないが、(ⅳ)は

(ⅲ)に加えて、低放射複層ガラス C(空気層 1

2mm)に内付ブラインドを設置した場合の差が

±0.05 以内におさまっている。 

(ⅴ) 全体的に次世代省エネルギー基準計

算値＜簡易計算値となっている。その差は、

普 通 単 板 ガ ラ ス に 紙 障 子 を 設 置 し た 場 合 が

最も大きく、0.22 程度簡易計算値の方が大き

い値になった。 

以上、(ⅳ)が最も次世代基準計算値と簡易

計算値の差が小さくなることがわかった。従っ

て、式 6.4.1 の第 2 項については、(ⅳ)低放

射複層ガラス(空気層 12mm)の比率を基準と

して用いることとする。 

ここで更に、より次世代省エネルギー基準

計算値と簡易計算値を近づける為に、(ⅳ)に

ついてもう一度検討を行った。上に記述した

結果でも触れたが、図 6.4.5 (b)をみてわかる

ように、低放射複層ガラス C(空気層 12mm)で

は 1 ヶ所、普通複層ガラス A では 2 ヶ所、普

通単板ガラス及び熱線反射ガラス 3 種では 3

ヶ所において差が±0.05 以内におさまってい

ないことがわかる。ここで、次世代省エネルギ

ー基準計算値に関して、日射遮蔽部材を設

置していない場合の値を 1 とした際の各部材

を設置した際の値を算出し、それぞれのガラ

スの傾向を見てみた。その結果を図 6.4.7に

示す。 

図 6.4.7をみると、熱線反射ガラス 3 種及

び普通単板ガラス、普通複層ガラス A を除け

ば、各ガラスの傾向は似ており、グラフ内でま

とまりが見える。そこで、普通単板ガラス及び

普通複層ガラス A に関しては、別の比率を採

用することとする。また、表 5.1 中で想定され

ている熱線反射ガラスは極めて透過率の低い

ものであり、住宅を対象としている今回の検討

では、除外することとした。なお、低放射複層

ガラス C(空気層 12mm)に関しては、図 6.4.5

 (b )を見てわかるように、わずかの差で±0.0

5 以内におさまっていない程度である為、許

容範囲とする。 
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図 6.4.7 各ガラスの比較 

2)  普通単板ガラス及び普通複層ガラス A の基準となるガラスの選定 

ここで、別の計算ルートをとる普通単板ガラ

ス及び普通複層ガラス A に関して、基準とな

るガラスを選定する。図 6.4.8および図 6.4.9

にそれぞれを基準とした場合の次世代省エネ

ルギー基準計算値と簡易計算値との相関を

表すグラフを示す。なお、二つのグラフには

普通ガラス以外のガラスの基準となる低放射

複層ガラス A(空気層 12[mm])についても次

世代省エネルギー基準との相関を示している。

二つの図を比較すると、どちらも同程度相関

が高いことがわかる。ここでは、今後、日射遮

蔽対策が進んで普通単板ガラスよりも普通複

層ガラスの方が一般的になると考えられること、

また、実験において普通単板ガラスは用いて

おらず、普通複層ガラスをベースに日射遮蔽

性能をみていること等の理由から、普通複層

ガラス A の比率を基準とすることとした。 
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計
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図 6.4.8 普通単板ガラスを基準とした場合の相

関 
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図 6.4.9 普通複層ガラスを基準とした場合の相

関 
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第６章 開口部・日射遮蔽計画（Ａ６） 

3)  日射遮蔽部材の遮蔽係数(比率)の決定 

１）・2）より、式 6.4.1 の第 2 項に用いる日射遮蔽係数は表 6.4.2のように決定した。 

表 6.4.2 部材の日射遮蔽係数 

 部材の日射遮蔽係数 

設置部材 なし レース 

カーテン 

内付 

ブラインド 

紙障子 外付 

ブラインド 

普通ガラス以外 1.00 0.73 0.65 0.59 0.21 

普通ガラス 1.00 0.67 0.57 0.48 0.22 

4)  庇等の効果について 

式 6.4.1 の第 3 項に示した庇等の効果につ

いては、表 6.4.3のようにした。 

表 6.4.3 庇等の効果 

庇の有無 適用方位 日射遮蔽係数

無 全方位 1.0 

有 南±30°以外 0.7 

有 南±30° 0.5 

庇等のように窓上部に固定されるものは、

取り付ける方位や窓との位置関係、また、そ

の出寸法に注意が必要である。Ⅲ～Ⅴ地域

では、図 6.4 .11のように、庇の出の長さをそ

の下端から窓下端までの高さの 0.3 倍程度と

すると、南東～南～南西の方位では、夏期の

直達光の遮蔽に有効で、かつ冬期の日射取

得の妨害とならない効果的な遮蔽対策となる

ことが平成 14 年基準解説書「住宅の省エネ

ルギー基準と指針」に記載されている。表 6.4.

3に示した値は、南東もしくは南西面で、庇の

長さがその下端から窓下端までの高さが 0.3 

 Z

y1

y2

 
窓  

室内  室外

 

( ) 3.0/ 21 ≒yyZ +  

図 6.4.10 庇の定義 

0.35

0.55

0.42

0.5

0.55

0.58

0.61

0.74

0.59

0.62

0.75

0.71

0.79

0.88

0.21

0.59

0.65

0.73

1

0.22

0.48

0.57

0.67

1

0.5

0.7

1

普通単板ガラス

10.80.60.40.20

普通複層ガラス

普通三層複層ガラス

Low-E(空気層12mm)A

Low-E(空気層12mm)B

Low-E(空気層12mm)C

Low-E(空気層6mm)A

Low-E(空気層6mm)B

Low-E(空気層6mm)C

遮熱Low-E(空気層6mm)A

遮熱Low-E(空気層6mm)B

遮熱Low-E(空気層6mm)C

熱線反射ガラス2種

熱線反射ガラス3種

ガラスの日射熱取得率 付属部材の日射遮蔽係数 庇等の日射遮蔽係数

× ×

なし

レースカーテン

内付け
ブラインド

障子

外付け
ブラインド

1.00.80.60.40.20 1.00.80.60.40.20

庇等なし

庇等あり

庇等あり

南±30°以外

南±30°

上：下以外のガラス
下：普通単板ガラス・普通複層ガラス  

図 6.4.11 簡易計算法の概要 
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Ⅱ 自立循環型住宅のための要素技術開発〔A〕 

倍の場合の値であり、その値は平成 4 年基準

解説書「住宅の省エネルギー基準と指針」に

記載されている値を参考にしている。 

5)  簡易計算法の概要 

図 6.4.11に最終的な簡易計算法の概要を

示す。なお、この計算方法により求まる総合

的な日射熱取得率の値は、窓ガラス+窓サッ

シ+日射遮蔽部材の全部を含めた値である。 

6)  表示されていないガラス及び部材について 

この評価方法は、表中に表示されていないガ

ラス及び部材や新たに開発されたものに関して

も対応できる。その場合、式 6.4.1 の第 1 項、ガ

ラスの日射熱取得率に関してはメーカー等から

与えられた値を用いる。 

第 2 項の付属部材の日射遮蔽係数に関して

も、メーカー等により与えられた値があればそれ

をそのまま代入し、また前章で示した実測システ

ムに よる値を用いることもできる。この場合、基

準のガラス(低放射複層ガラス A(空気層 12mm),

普通複層ガラス A)＋日射遮蔽部材の日射熱取

得率を測定し、その値を用いて比率(部材の日

射遮蔽係数)を求め、第 2 項に採用することとす

る。 

また、商品の性能表示等で正確な値を提示し

たい場合には、これまで通りの方法、つまり、次

世代省エネルギー基準における計算方法を採

用すれば良い。

6.4.4  日射遮蔽性能の評価基準に関する検討 

1)  レベル分けの検討 

6.4 .3で決定した計算方法を用いて求めた

開口部の総合的な日射熱取得率の評価基準

について検討を行った。評価は日 射熱取得

率の値で行う為、ここでは、評価基準となるレ

ベル分けの値を決定する為の検討を行う。 

図 6.4.13～図 6.4.15に北±30°以外の

方位、図 6.4 .15～図 6.4 .17に北±30°の

方位の検討過程及び検討結果を示す。なお、

図には次世代省エネルギー基準値に庇等の

効果を考慮した場合の値と簡易計算値の両

方に対してレベル分けを行ったものを示して

おり、さらに、レベルが異なる箇所に対しては、

簡易計算値側に○で示してある。 

まず、図 6.4.12～図 6.4.14に示した北±

30°以外の検討結果を見てみる。3 つの図を

比較すると、どれも次世代省エネルギー基準

計算値と簡易計算値とのレベル評価のずれ

が生じてしまうが、図 6.4.14のレベル分けが

最もずれが少なくなっている。また、図 6.4.1

4におけるレベル分けの数値の決め方は、レ

ベル 1 を新省エネルギー基準に準ずる値、レ

ベル 2 を次世代省エネルギー基準値、レベル

3 をより上位に位置する性能を有する値として

いる為、以前の評価と全く異なってしまうこと

がなく適していると考えられる。 

次に図 6.4.15～図 6.4.17に示した北±3

0°の検討結果を見てみる。3 つのグラフを比

較すると、図 6.4.15及び図 6.4.16では次世

代省エネルギー基準計算値と簡易計算値と

のレベル評価にずれが生じているが、図 6.4.

17のレベル分けではずれが生じていないこと

がわかる。しかも、図 6.4.17におけるレベル 
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<表の値×庇 に適用した場合>

北±30°以外
＜0.2,0.35,0.6＞

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

普通三層複層ガラス 12 0.71 0.50 0.36 0.50 0.35 0.25 0.44 0.31 0.22 0.38 0.27 0.19 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスA 12 0.75 0.53 0.38 0.55 0.39 0.28 0.49 0.34 0.25 0.44 0.31 0.22 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 12 0.62 0.43 0.31 0.48 0.34 0.24 0.43 0.30 0.22 0.39 0.27 0.20 0.15 0.11 0.08
低放射複層ガラスC 12 0.59 0.41 0.30 0.47 0.33 0.24 0.43 0.30 0.22 0.40 0.28 0.20 0.14 0.10 0.07
低放射複層ガラスA 6 0.74 0.52 0.37 0.53 0.37 0.27 0.47 0.33 0.24 0.42 0.29 0.21 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 6 0.61 0.43 0.31 0.46 0.32 0.23 0.41 0.29 0.21 0.37 0.26 0.19 0.15 0.11 0.08
低放射複層ガラスC 6 0.58 0.41 0.29 0.45 0.32 0.23 0.41 0.29 0.21 0.37 0.26 0.19 0.14 0.10 0.07
遮熱複層ガラスA 6 0.50 0.35 0.25 0.37 0.26 0.19 0.33 0.23 0.17 0.29 0.20 0.15 0.12 0.08 0.06
遮熱複層ガラスB 6 0.42 0.29 0.21 0.32 0.22 0.16 0.29 0.20 0.15 0.26 0.18 0.13 0.11 0.08 0.06
遮熱複層ガラスC 6 0.55 0.39 0.28 0.39 0.27 0.20 0.35 0.25 0.18 0.30 0.21 0.15 0.13 0.09 0.07
熱線反射ガラス2種 - 0.55 0.39 0.28 0.41 0.29 0.21 0.36 0.25 0.18 0.32 0.22 0.16 0.13 0.09 0.07
普通単板ガラス 12 0.88 0.62 0.44 0.56 0.39 0.28 0.46 0.32 0.23 0.38 0.27 0.19 0.19 0.13 0.10
普通複層ガラス - 0.79 0.55 0.40 0.53 0.37 0.27 0.45 0.32 0.23 0.38 0.27 0.19 0.17 0.12 0.09

<低放射複層ガラスA・普通複層ガラスの比率>

北±30°以外
＜0.2,0.35,0.6＞

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

普通三層複層ガラス 12 0.71 0.50 0.36 0.52 0.36 0.26 0.46 0.32 0.23 0.42 0.29 0.21 0.15 0.10 0.07
低放射複層ガラスA 12 0.75 0.53 0.38 0.55 0.38 0.27 0.49 0.34 0.24 0.44 0.31 0.22 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 12 0.62 0.43 0.31 0.45 0.32 0.23 0.40 0.28 0.20 0.37 0.26 0.18 0.13 0.09 0.07
低放射複層ガラスC 12 0.59 0.41 0.30 0.43 0.30 0.22 0.38 0.27 0.19 0.35 0.24 0.17 0.12 0.09 0.06
低放射複層ガラスA 6 0.74 0.52 0.37 0.54 0.38 0.27 0.48 0.34 0.24 0.44 0.31 0.22 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 6 0.61 0.43 0.31 0.45 0.31 0.22 0.40 0.28 0.20 0.36 0.25 0.18 0.13 0.09 0.06
低放射複層ガラスC 6 0.58 0.41 0.29 0.42 0.30 0.21 0.38 0.26 0.19 0.34 0.24 0.17 0.12 0.09 0.06
遮熱複層ガラスA 6 0.50 0.35 0.25 0.37 0.26 0.18 0.33 0.23 0.16 0.30 0.21 0.15 0.11 0.07 0.05
遮熱複層ガラスB 6 0.42 0.29 0.21 0.31 0.21 0.15 0.27 0.19 0.14 0.25 0.17 0.12 0.09 0.06 0.04
遮熱複層ガラスC 6 0.55 0.39 0.28 0.40 0.28 0.20 0.36 0.25 0.18 0.32 0.23 0.16 0.12 0.08 0.06
熱線反射ガラス2種 - 0.55 0.39 0.28 0.40 0.28 0.20 0.36 0.25 0.18 0.32 0.23 0.16 0.12 0.08 0.06
普通単板ガラス 12 0.88 0.62 0.44 0.59 0.41 0.29 0.50 0.35 0.25 0.42 0.30 0.21 0.19 0.14 0.10
普通複層ガラス - 0.79 0.55 0.40 0.53 0.37 0.26 0.45 0.32 0.23 0.38 0.27 0.19 0.17 0.12 0.09

レベル1 (0.60以下) × (0.60より大きい)

空気層
[mm]

ガラスの仕様

内ブラインド 紙障子

レベル3 (0.20以下) レベル2 (0.35以下)

ガラスの仕様
空気層
[mm]

外ブラインド

ガラスのみ レースカーテン 内ブラインド 紙障子 外ブラインド

なし レースカーテン

 
図 6.4.12 北±30°以外におけるレベル分けの検討(0.20,0.35,0.60) 

<表の値×庇 に適用した場合>

北±30°以外
＜0.2,0.4,0.6＞

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

普通三層複層ガラス 12 0.71 0.50 0.36 0.50 0.35 0.25 0.44 0.31 0.22 0.38 0.27 0.19 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスA 12 0.75 0.53 0.38 0.55 0.39 0.28 0.49 0.34 0.25 0.44 0.31 0.22 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 12 0.62 0.43 0.31 0.48 0.34 0.24 0.43 0.30 0.22 0.39 0.27 0.20 0.15 0.11 0.08
低放射複層ガラスC 12 0.59 0.41 0.30 0.47 0.33 0.24 0.43 0.30 0.22 0.40 0.28 0.20 0.14 0.10 0.07
低放射複層ガラスA 6 0.74 0.52 0.37 0.53 0.37 0.27 0.47 0.33 0.24 0.42 0.29 0.21 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 6 0.61 0.43 0.31 0.46 0.32 0.23 0.41 0.29 0.21 0.37 0.26 0.19 0.15 0.11 0.08
低放射複層ガラスC 6 0.58 0.41 0.29 0.45 0.32 0.23 0.41 0.29 0.21 0.37 0.26 0.19 0.14 0.10 0.07
遮熱複層ガラスA 6 0.50 0.35 0.25 0.37 0.26 0.19 0.33 0.23 0.17 0.29 0.20 0.15 0.12 0.08 0.06
遮熱複層ガラスB 6 0.42 0.29 0.21 0.32 0.22 0.16 0.29 0.20 0.15 0.26 0.18 0.13 0.11 0.08 0.06
遮熱複層ガラスC 6 0.55 0.39 0.28 0.39 0.27 0.20 0.35 0.25 0.18 0.30 0.21 0.15 0.13 0.09 0.07
熱線反射ガラス2種 - 0.55 0.39 0.28 0.41 0.29 0.21 0.36 0.25 0.18 0.32 0.22 0.16 0.13 0.09 0.07
普通単板ガラス 12 0.88 0.62 0.44 0.56 0.39 0.28 0.46 0.32 0.23 0.38 0.27 0.19 0.19 0.13 0.10
普通複層ガラス - 0.79 0.55 0.40 0.53 0.37 0.27 0.45 0.32 0.23 0.38 0.27 0.19 0.17 0.12 0.09

<低放射複層ガラスA・普通複層ガラスの比率>

北±30°以外
＜0.2,0.4,0.6＞

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

普通三層複層ガラス 12 0.71 0.50 0.36 0.52 0.36 0.26 0.46 0.32 0.23 0.42 0.29 0.21 0.15 0.10 0.07
低放射複層ガラスA 12 0.75 0.53 0.38 0.55 0.38 0.27 0.49 0.34 0.24 0.44 0.31 0.22 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 12 0.62 0.43 0.31 0.45 0.32 0.23 0.40 0.28 0.20 0.37 0.26 0.18 0.13 0.09 0.07
低放射複層ガラスC 12 0.59 0.41 0.30 0.43 0.30 0.22 0.38 0.27 0.19 0.35 0.24 0.17 0.12 0.09 0.06
低放射複層ガラスA 6 0.74 0.52 0.37 0.54 0.38 0.27 0.48 0.34 0.24 0.44 0.31 0.22 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 6 0.61 0.43 0.31 0.45 0.31 0.22 0.40 0.28 0.20 0.36 0.25 0.18 0.13 0.09 0.06
低放射複層ガラスC 6 0.58 0.41 0.29 0.42 0.30 0.21 0.38 0.26 0.19 0.34 0.24 0.17 0.12 0.09 0.06
遮熱複層ガラスA 6 0.50 0.35 0.25 0.37 0.26 0.18 0.33 0.23 0.16 0.30 0.21 0.15 0.11 0.07 0.05
遮熱複層ガラスB 6 0.42 0.29 0.21 0.31 0.21 0.15 0.27 0.19 0.14 0.25 0.17 0.12 0.09 0.06 0.04
遮熱複層ガラスC 6 0.55 0.39 0.28 0.40 0.28 0.20 0.36 0.25 0.18 0.32 0.23 0.16 0.12 0.08 0.06
熱線反射ガラス2種 - 0.55 0.39 0.28 0.40 0.28 0.20 0.36 0.25 0.18 0.32 0.23 0.16 0.12 0.08 0.06
普通単板ガラス 12 0.88 0.62 0.44 0.59 0.41 0.29 0.50 0.35 0.25 0.42 0.30 0.21 0.19 0.14 0.10
普通複層ガラス - 0.79 0.55 0.40 0.53 0.37 0.26 0.45 0.32 0.23 0.38 0.27 0.19 0.17 0.12 0.09

なし レースカーテン 内ブラインド 紙障子

空気層
[mm]

ガラスの仕様

ガラスの仕様
空気層
[mm]

レベル3 (0.20以下) レベル2 (0.40以下)

外ブラインド

ガラスのみ レースカーテン 内ブラインド 紙障子 外ブラインド

レベル1 (0.60以下) × (0.60より大きい)

 

図 6.4.13 北±30°以外におけるレベル分けの検討(0.20,0.40,0.60) 
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<表の値×庇 に適用した場合>

北±30°以外
＜0.3,0.45,0.6＞

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

普通三層複層ガラス 12 0.71 0.50 0.36 0.50 0.35 0.25 0.44 0.31 0.22 0.38 0.27 0.19 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスA 12 0.75 0.53 0.38 0.55 0.39 0.28 0.49 0.34 0.25 0.44 0.31 0.22 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 12 0.62 0.43 0.31 0.48 0.34 0.24 0.43 0.30 0.22 0.39 0.27 0.20 0.15 0.11 0.08
低放射複層ガラスC 12 0.59 0.41 0.30 0.47 0.33 0.24 0.43 0.30 0.22 0.40 0.28 0.20 0.14 0.10 0.07
低放射複層ガラスA 6 0.74 0.52 0.37 0.53 0.37 0.27 0.47 0.33 0.24 0.42 0.29 0.21 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 6 0.61 0.43 0.31 0.46 0.32 0.23 0.41 0.29 0.21 0.37 0.26 0.19 0.15 0.11 0.08
低放射複層ガラスC 6 0.58 0.41 0.29 0.45 0.32 0.23 0.41 0.29 0.21 0.37 0.26 0.19 0.14 0.10 0.07
遮熱複層ガラスA 6 0.50 0.35 0.25 0.37 0.26 0.19 0.33 0.23 0.17 0.29 0.20 0.15 0.12 0.08 0.06
遮熱複層ガラスB 6 0.42 0.29 0.21 0.32 0.22 0.16 0.29 0.20 0.15 0.26 0.18 0.13 0.11 0.08 0.06
遮熱複層ガラスC 6 0.55 0.39 0.28 0.39 0.27 0.20 0.35 0.25 0.18 0.30 0.21 0.15 0.13 0.09 0.07
熱線反射ガラス2種 - 0.55 0.39 0.28 0.41 0.29 0.21 0.36 0.25 0.18 0.32 0.22 0.16 0.13 0.09 0.07
普通単板ガラス 12 0.88 0.62 0.44 0.56 0.39 0.28 0.46 0.32 0.23 0.38 0.27 0.19 0.19 0.13 0.10
普通複層ガラス - 0.79 0.55 0.40 0.53 0.37 0.27 0.45 0.32 0.23 0.38 0.27 0.19 0.17 0.12 0.09

<低放射複層ガラスA・普通複層ガラスの比率>

北±30°以外
＜0.3,0.45,0.6＞

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

普通三層複層ガラス 12 0.71 0.50 0.36 0.52 0.36 0.26 0.46 0.32 0.23 0.42 0.29 0.21 0.15 0.10 0.07
低放射複層ガラスA 12 0.75 0.53 0.38 0.55 0.38 0.27 0.49 0.34 0.24 0.44 0.31 0.22 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 12 0.62 0.43 0.31 0.45 0.32 0.23 0.40 0.28 0.20 0.37 0.26 0.18 0.13 0.09 0.07
低放射複層ガラスC 12 0.59 0.41 0.30 0.43 0.30 0.22 0.38 0.27 0.19 0.35 0.24 0.17 0.12 0.09 0.06
低放射複層ガラスA 6 0.74 0.52 0.37 0.54 0.38 0.27 0.48 0.34 0.24 0.44 0.31 0.22 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 6 0.61 0.43 0.31 0.45 0.31 0.22 0.40 0.28 0.20 0.36 0.25 0.18 0.13 0.09 0.06
低放射複層ガラスC 6 0.58 0.41 0.29 0.42 0.30 0.21 0.38 0.26 0.19 0.34 0.24 0.17 0.12 0.09 0.06
遮熱複層ガラスA 6 0.50 0.35 0.25 0.37 0.26 0.18 0.33 0.23 0.16 0.30 0.21 0.15 0.11 0.07 0.05
遮熱複層ガラスB 6 0.42 0.29 0.21 0.31 0.21 0.15 0.27 0.19 0.14 0.25 0.17 0.12 0.09 0.06 0.04
遮熱複層ガラスC 6 0.55 0.39 0.28 0.40 0.28 0.20 0.36 0.25 0.18 0.32 0.23 0.16 0.12 0.08 0.06
熱線反射ガラス2種 - 0.55 0.39 0.28 0.40 0.28 0.20 0.36 0.25 0.18 0.32 0.23 0.16 0.12 0.08 0.06
普通単板ガラス 12 0.88 0.62 0.44 0.59 0.41 0.29 0.50 0.35 0.25 0.42 0.30 0.21 0.19 0.14 0.10
普通複層ガラス - 0.79 0.55 0.40 0.53 0.37 0.26 0.45 0.32 0.23 0.38 0.27 0.19 0.17 0.12 0.09

レベル1 (0.60以下) × (0.60より大きい)

外ブラインド

ガラスのみ レースカーテン 内ブラインド 紙障子 外ブラインド

内ブラインド 紙障子なし レースカーテン

レベル3 (0.30以下) レベル2 (0.45以下)

ガラスの仕様
空気層
[mm]

ガラスの仕様
空気層
[mm]

 
図 6.4.14 北±30°以外におけるレベル分けの検討(0.30,0.45,0.60) 

<表の値×庇 に適用した場合>

北±30°
＜0.4,0.6,0.75＞

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

普通三層複層ガラス 12 0.71 0.50 0.36 0.50 0.35 0.25 0.44 0.31 0.22 0.38 0.27 0.19 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスA 12 0.75 0.53 0.38 0.55 0.39 0.28 0.49 0.34 0.25 0.44 0.31 0.22 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 12 0.62 0.43 0.31 0.48 0.34 0.24 0.43 0.30 0.22 0.39 0.27 0.20 0.15 0.11 0.08
低放射複層ガラスC 12 0.59 0.41 0.30 0.47 0.33 0.24 0.43 0.30 0.22 0.40 0.28 0.20 0.14 0.10 0.07
低放射複層ガラスA 6 0.74 0.52 0.37 0.53 0.37 0.27 0.47 0.33 0.24 0.42 0.29 0.21 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 6 0.61 0.43 0.31 0.46 0.32 0.23 0.41 0.29 0.21 0.37 0.26 0.19 0.15 0.11 0.08
低放射複層ガラスC 6 0.58 0.41 0.29 0.45 0.32 0.23 0.41 0.29 0.21 0.37 0.26 0.19 0.14 0.10 0.07
遮熱複層ガラスA 6 0.50 0.35 0.25 0.37 0.26 0.19 0.33 0.23 0.17 0.29 0.20 0.15 0.12 0.08 0.06
遮熱複層ガラスB 6 0.42 0.29 0.21 0.32 0.22 0.16 0.29 0.20 0.15 0.26 0.18 0.13 0.11 0.08 0.06
遮熱複層ガラスC 6 0.55 0.39 0.28 0.39 0.27 0.20 0.35 0.25 0.18 0.30 0.21 0.15 0.13 0.09 0.07
熱線反射ガラス2種 - 0.55 0.39 0.28 0.41 0.29 0.21 0.36 0.25 0.18 0.32 0.22 0.16 0.13 0.09 0.07
普通単板ガラス 12 0.88 0.62 0.44 0.56 0.39 0.28 0.46 0.32 0.23 0.38 0.27 0.19 0.19 0.13 0.10
普通複層ガラス - 0.79 0.55 0.40 0.53 0.37 0.27 0.45 0.32 0.23 0.38 0.27 0.19 0.17 0.12 0.09

<低放射複層ガラスA・普通複層ガラスの比率>

北±30°
＜0.4,0.6,0.75＞

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

普通三層複層ガラス 12 0.71 0.50 0.36 0.52 0.36 0.26 0.46 0.32 0.23 0.42 0.29 0.21 0.15 0.10 0.07
低放射複層ガラスA 12 0.75 0.53 0.38 0.55 0.38 0.27 0.49 0.34 0.24 0.44 0.31 0.22 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 12 0.62 0.43 0.31 0.45 0.32 0.23 0.40 0.28 0.20 0.37 0.26 0.18 0.13 0.09 0.07
低放射複層ガラスC 12 0.59 0.41 0.30 0.43 0.30 0.22 0.38 0.27 0.19 0.35 0.24 0.17 0.12 0.09 0.06
低放射複層ガラスA 6 0.74 0.52 0.37 0.54 0.38 0.27 0.48 0.34 0.24 0.44 0.31 0.22 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 6 0.61 0.43 0.31 0.45 0.31 0.22 0.40 0.28 0.20 0.36 0.25 0.18 0.13 0.09 0.06
低放射複層ガラスC 6 0.58 0.41 0.29 0.42 0.30 0.21 0.38 0.26 0.19 0.34 0.24 0.17 0.12 0.09 0.06
遮熱複層ガラスA 6 0.50 0.35 0.25 0.37 0.26 0.18 0.33 0.23 0.16 0.30 0.21 0.15 0.11 0.07 0.05
遮熱複層ガラスB 6 0.42 0.29 0.21 0.31 0.21 0.15 0.27 0.19 0.14 0.25 0.17 0.12 0.09 0.06 0.04
遮熱複層ガラスC 6 0.55 0.39 0.28 0.40 0.28 0.20 0.36 0.25 0.18 0.32 0.23 0.16 0.12 0.08 0.06
熱線反射ガラス2種 - 0.55 0.39 0.28 0.40 0.28 0.20 0.36 0.25 0.18 0.32 0.23 0.16 0.12 0.08 0.06
普通単板ガラス 12 0.88 0.62 0.44 0.59 0.41 0.29 0.50 0.35 0.25 0.42 0.30 0.21 0.19 0.14 0.10
普通複層ガラス - 0.79 0.55 0.40 0.53 0.37 0.26 0.45 0.32 0.23 0.38 0.27 0.19 0.17 0.12 0.09

レベル1 (0.75以下) × (0.75より大きい)

空気層
[mm]

ガラスの仕様

内ブラインド 紙障子

レベル3 (0.40以下) レベル2 (0.60以下)

ガラスの仕様
空気層
[mm]

外ブラインド

ガラスのみ レースカーテン 内ブラインド 紙障子 外ブラインド

なし レースカーテン

 
図 6.4.15 北±30°におけるレベル分けの検討(0.40,0.60,0.75)  
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第５章 開口部日射遮蔽計画（Ａ６） 

 

<表の値×庇 に適用した場合>

北±30°
＜0.45,0.6,0.75＞

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

普通三層複層ガラス 12 0.71 0.50 0.36 0.50 0.35 0.25 0.44 0.31 0.22 0.38 0.27 0.19 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスA 12 0.75 0.53 0.38 0.55 0.39 0.28 0.49 0.34 0.25 0.44 0.31 0.22 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 12 0.62 0.43 0.31 0.48 0.34 0.24 0.43 0.30 0.22 0.39 0.27 0.20 0.15 0.11 0.08
低放射複層ガラスC 12 0.59 0.41 0.30 0.47 0.33 0.24 0.43 0.30 0.22 0.40 0.28 0.20 0.14 0.10 0.07
低放射複層ガラスA 6 0.74 0.52 0.37 0.53 0.37 0.27 0.47 0.33 0.24 0.42 0.29 0.21 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 6 0.61 0.43 0.31 0.46 0.32 0.23 0.41 0.29 0.21 0.37 0.26 0.19 0.15 0.11 0.08
低放射複層ガラスC 6 0.58 0.41 0.29 0.45 0.32 0.23 0.41 0.29 0.21 0.37 0.26 0.19 0.14 0.10 0.07
遮熱複層ガラスA 6 0.50 0.35 0.25 0.37 0.26 0.19 0.33 0.23 0.17 0.29 0.20 0.15 0.12 0.08 0.06
遮熱複層ガラスB 6 0.42 0.29 0.21 0.32 0.22 0.16 0.29 0.20 0.15 0.26 0.18 0.13 0.11 0.08 0.06
遮熱複層ガラスC 6 0.55 0.39 0.28 0.39 0.27 0.20 0.35 0.25 0.18 0.30 0.21 0.15 0.13 0.09 0.07
熱線反射ガラス2種 - 0.55 0.39 0.28 0.41 0.29 0.21 0.36 0.25 0.18 0.32 0.22 0.16 0.13 0.09 0.07
普通単板ガラス 12 0.88 0.62 0.44 0.56 0.39 0.28 0.46 0.32 0.23 0.38 0.27 0.19 0.19 0.13 0.10
普通複層ガラス - 0.79 0.55 0.40 0.53 0.37 0.27 0.45 0.32 0.23 0.38 0.27 0.19 0.17 0.12 0.09

<低放射複層ガラスA・普通複層ガラスの比率>

北±30°
＜0.45,0.6,0.75＞

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

普通三層複層ガラス 12 0.71 0.50 0.36 0.52 0.36 0.26 0.46 0.32 0.23 0.42 0.29 0.21 0.15 0.10 0.07
低放射複層ガラスA 12 0.75 0.53 0.38 0.55 0.38 0.27 0.49 0.34 0.24 0.44 0.31 0.22 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 12 0.62 0.43 0.31 0.45 0.32 0.23 0.40 0.28 0.20 0.37 0.26 0.18 0.13 0.09 0.07
低放射複層ガラスC 12 0.59 0.41 0.30 0.43 0.30 0.22 0.38 0.27 0.19 0.35 0.24 0.17 0.12 0.09 0.06
低放射複層ガラスA 6 0.74 0.52 0.37 0.54 0.38 0.27 0.48 0.34 0.24 0.44 0.31 0.22 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 6 0.61 0.43 0.31 0.45 0.31 0.22 0.40 0.28 0.20 0.36 0.25 0.18 0.13 0.09 0.06
低放射複層ガラスC 6 0.58 0.41 0.29 0.42 0.30 0.21 0.38 0.26 0.19 0.34 0.24 0.17 0.12 0.09 0.06
遮熱複層ガラスA 6 0.50 0.35 0.25 0.37 0.26 0.18 0.33 0.23 0.16 0.30 0.21 0.15 0.11 0.07 0.05
遮熱複層ガラスB 6 0.42 0.29 0.21 0.31 0.21 0.15 0.27 0.19 0.14 0.25 0.17 0.12 0.09 0.06 0.04
遮熱複層ガラスC 6 0.55 0.39 0.28 0.40 0.28 0.20 0.36 0.25 0.18 0.32 0.23 0.16 0.12 0.08 0.06
熱線反射ガラス2種 - 0.55 0.39 0.28 0.40 0.28 0.20 0.36 0.25 0.18 0.32 0.23 0.16 0.12 0.08 0.06
普通単板ガラス 12 0.88 0.62 0.44 0.59 0.41 0.29 0.50 0.35 0.25 0.42 0.30 0.21 0.19 0.14 0.10
普通複層ガラス - 0.79 0.55 0.40 0.53 0.37 0.26 0.45 0.32 0.23 0.38 0.27 0.19 0.17 0.12 0.09

なし レースカーテン 内ブラインド 紙障子

空気層
[mm]

ガラスの仕様

ガラスの仕様
空気層
[mm]

レベル3 (0.45以下) レベル2 (0.60以下)

外ブラインド

ガラスのみ レースカーテン 内ブラインド 紙障子 外ブラインド

レベル1 (0.75以下) × (0.75より大きい)

 
図 6.4.16 北±30°におけるレベル分けの検討(0.45,0.60,0.75) 

<表の値×庇 に適用した場合>

北±30°
＜0.55,0.80＞

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

普通三層複層ガラス 12 0.71 0.50 0.36 0.50 0.35 0.25 0.44 0.31 0.22 0.38 0.27 0.19 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスA 12 0.75 0.53 0.38 0.55 0.39 0.28 0.49 0.34 0.25 0.44 0.31 0.22 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 12 0.62 0.43 0.31 0.48 0.34 0.24 0.43 0.30 0.22 0.39 0.27 0.20 0.15 0.11 0.08
低放射複層ガラスC 12 0.59 0.41 0.30 0.47 0.33 0.24 0.43 0.30 0.22 0.40 0.28 0.20 0.14 0.10 0.07
低放射複層ガラスA 6 0.74 0.52 0.37 0.53 0.37 0.27 0.47 0.33 0.24 0.42 0.29 0.21 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 6 0.61 0.43 0.31 0.46 0.32 0.23 0.41 0.29 0.21 0.37 0.26 0.19 0.15 0.11 0.08
低放射複層ガラスC 6 0.58 0.41 0.29 0.45 0.32 0.23 0.41 0.29 0.21 0.37 0.26 0.19 0.14 0.10 0.07
遮熱複層ガラスA 6 0.50 0.35 0.25 0.37 0.26 0.19 0.33 0.23 0.17 0.29 0.20 0.15 0.12 0.08 0.06
遮熱複層ガラスB 6 0.42 0.29 0.21 0.32 0.22 0.16 0.29 0.20 0.15 0.26 0.18 0.13 0.11 0.08 0.06
遮熱複層ガラスC 6 0.55 0.39 0.28 0.39 0.27 0.20 0.35 0.25 0.18 0.30 0.21 0.15 0.13 0.09 0.07
熱線反射ガラス2種 - 0.55 0.39 0.28 0.41 0.29 0.21 0.36 0.25 0.18 0.32 0.22 0.16 0.13 0.09 0.07
普通単板ガラス 12 0.88 0.62 0.44 0.56 0.39 0.28 0.46 0.32 0.23 0.38 0.27 0.19 0.19 0.13 0.10
普通複層ガラス - 0.79 0.55 0.40 0.53 0.37 0.27 0.45 0.32 0.23 0.38 0.27 0.19 0.17 0.12 0.09

<低放射複層ガラスA・普通複層ガラスの比率>

北±30°
＜0.55,0.80＞

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

庇なし
庇あり

（南以外）
庇あり
（南）

普通三層複層ガラス 12 0.71 0.50 0.36 0.52 0.36 0.26 0.46 0.32 0.23 0.42 0.29 0.21 0.15 0.10 0.07
低放射複層ガラスA 12 0.75 0.53 0.38 0.55 0.38 0.27 0.49 0.34 0.24 0.44 0.31 0.22 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 12 0.62 0.43 0.31 0.45 0.32 0.23 0.40 0.28 0.20 0.37 0.26 0.18 0.13 0.09 0.07
低放射複層ガラスC 12 0.59 0.41 0.30 0.43 0.30 0.22 0.38 0.27 0.19 0.35 0.24 0.17 0.12 0.09 0.06
低放射複層ガラスA 6 0.74 0.52 0.37 0.54 0.38 0.27 0.48 0.34 0.24 0.44 0.31 0.22 0.16 0.11 0.08
低放射複層ガラスB 6 0.61 0.43 0.31 0.45 0.31 0.22 0.40 0.28 0.20 0.36 0.25 0.18 0.13 0.09 0.06
低放射複層ガラスC 6 0.58 0.41 0.29 0.42 0.30 0.21 0.38 0.26 0.19 0.34 0.24 0.17 0.12 0.09 0.06
遮熱複層ガラスA 6 0.50 0.35 0.25 0.37 0.26 0.18 0.33 0.23 0.16 0.30 0.21 0.15 0.11 0.07 0.05
遮熱複層ガラスB 6 0.42 0.29 0.21 0.31 0.21 0.15 0.27 0.19 0.14 0.25 0.17 0.12 0.09 0.06 0.04
遮熱複層ガラスC 6 0.55 0.39 0.28 0.40 0.28 0.20 0.36 0.25 0.18 0.32 0.23 0.16 0.12 0.08 0.06
熱線反射ガラス2種 - 0.55 0.39 0.28 0.40 0.28 0.20 0.36 0.25 0.18 0.32 0.23 0.16 0.12 0.08 0.06
普通単板ガラス 12 0.88 0.62 0.44 0.59 0.41 0.29 0.50 0.35 0.25 0.42 0.30 0.21 0.19 0.14 0.10
普通複層ガラス - 0.79 0.55 0.40 0.53 0.37 0.26 0.45 0.32 0.23 0.38 0.27 0.19 0.17 0.12 0.09

空気層
[mm]

ガラスの仕様

ガラスの仕様
空気層
[mm]

レベル2,3 (0.55以下) レベル1 (0.80以下) × (0.80より大きい)

なし レースカーテン 内ブラインド 紙障子 外ブラインド

ガラスのみ レースカーテン 内ブラインド 紙障子 外ブラインド

 
図 6.4.17 北±30°におけるレベル分けの検討(0.55,0.80) 

分けの数値の決め方も、北±30°以外の時

と同様に、レベル 1 を新省エネルギー基準値

に準ずる値、レベル 2,3 を次世代省エネルギ

ー基準値としており、方位ごとでの評価基準

の統一とこれまでの評価との兼ね合いを考え

ても適していると言える。 

2)  レベル分けの決定 

1)より、日射熱取得性能の評価基準を表 6.4.4のように決定した。
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表 6.4.4 日射遮蔽性能の評価基準 

レベル1

レベル2

レベル3

レベル2

レベル3

レベル1

0

0.30

0.45

0.55
0.60

0.80

1.00

開
口
部
の
日
射
熱
取
得
率

W E

S

N

a a

W E

S

N

a a

北±a 以外

a=30°

北±a 
a=30°

対象となる方位

 
（井上 隆） 
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6.5  住宅用日射遮蔽部材の調査 

6.5.1  調査の内容 

開口部から室内への太陽日射の侵入を遮蔽することで、夏季の日射熱取得を削減し、住宅の防

暑性能を向上させるための部材や部品、実際の建物での設計方法の調査･整理を行う。 

6.5.2  調査の概要 

開口部における日射遮蔽用製品及び建物事例にみられる設計手法について、国内外における

事例の調査を行う。成果物については、特に設計実務者が日常業務において参照容易なかたち

での情報提供を意図し、公表されている日射遮蔽性能のデータとあわせ、現在市場で手に入れる

ことが可能な製品の事例、実際の設計例としての建物事例も紹介する。 

調査の概要と構成は以下の通りである。 

日射遮蔽手法の分類： 

日射遮蔽手法を開口部に対する位置関係に着目して分類する。さらに、部材の形状や配置のバ

リエーションがみられる。これらの開口部との位置関係や形のバリエーションからも分類し、これらを

マトリックスにより整理し一覧する。 

日射遮蔽性能データ整理： 

日射遮蔽の性能値に関して、ガラスメーカーなどから公表されているデータを整理する。また、

日本建築学会大会学術講演梗概集等で発表されている、既往の研究についても整理する。 

日射遮蔽手法の事例： 

市場で入手可能な製品や実際の設計例としての建物の事例を調査する。 

6.5.3  日射遮蔽手法の分類 

1)  日射遮蔽手法の分類 

開口部から 建物内に侵入する日射 を遮る

方法は、開口部自体、つまり窓ガラス等のグ

レージング材料自体の材質による場合と、日

除けを用いる場合とに大別される。日除けは

さら に 窓 の 室内 側に 取 り 付け る もの （ 内 付け

型）と屋外側に取り付けるもの（外付け型）に
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分けることができる。ここでは日射遮蔽手法を

下記の 3 タイプに分類し、調査を行う。 

(1)  開口部 

開口部自体によって日射遮蔽を行うもので

あり、開口部を構成するガラスには単板ガラス、

複層ガラス、合わせガラスなどがある。 

単板ガラスには、透明板ガラスを基本に強

化ガラス、網入りガラス、装飾ガラス等々その

種類は非常に豊富であるが、特に日射遮蔽

効果のある部材としては熱線反射板ガラス、

熱線吸収板ガラス、高性能熱線反射板ガラス

が挙げられる。これらは外部の日除けほどで

はないが日射をある程度遮ることが可能で、

日射透過度が低いため、室内に入る日射量

を削減 す る こ とが で き る 。一 方、 日 射の 吸収

率は逆に高くなり、特に高性能熱線反射板ガ

ラスに至ってはおよそ 80％近くにもなる。その

ためガラス自体の温度が高くなり、室内への

再放射によってペリメーターゾーンの温熱環

境が損なわれることがあるので注意が必要で

ある。 

合わせガラスは、2 枚の板ガラスの間に柔

軟で強靱な中間膜を挟み、熱と圧力を加えて

接着させたガラスで、破片が飛散しにくい、衝

撃物が貫通しにくいなどの安全性･防犯性に

優れたガラスである。 

複層ガラスは、透明板ガラスの間に乾燥空

気を封入し断熱性能を高めたタイプが最も一

般的である。複層ガラスには、乾燥空気の代

わりに断熱ガス（アルゴンなど）を封入しさら

に断熱性を高めたものもある。構成ガラスの

内側に透明な特殊金属膜をコーティングした

Low-E ガラス（低放射ガラス）は、複層ガラス

の高い断熱性に特殊金属膜による光や熱の

透過・反射機能が付加されたものである。Lo

w-E ガラスは、短波長は透過するが長波長は

透過しにくい性質があり、この特殊金属膜を

室内側ガラス面の 内側にコーティングしたも

のが高断熱性 Low-E ガラスである。これは長

波長の暖房熱の室内側ガラスへの伝達を抑

え、断熱性能を高める効果がある。逆に、室

外側ガラス面の内側にコーティングしたもの

が高遮熱断熱 Low-E ガラスで、太陽エネル

ギーを室外側に反射し、かつ室内の温度を外

部に伝達しにくい性能をもつ。また、複層ガラ

スにはガラスを三層にしさらに断熱性能を高

めたトリプルガラスもあり、主に寒冷地で用い

られている。 

これら複層ガラスや合わせガラスには、ガラ

スとガラスの間に格子やブラインドなどを挟み

込むことで日射遮蔽効果を高めているものが

ある。格子やパンチングメタルなどを挟み込

んだ複層ガラス、合わせガラスは意匠性を加

味し、かつ日射遮蔽効果を上げている。 

ブラインド内蔵二重窓はシステム窓とも呼

ばれる。2 枚のガラスの間の空気を循環させ

たエアフローウインドーは、ペリメーターレス

空調の代表的な手法として 20 年近く前から

主にオフィスに用いられている。近年では窓

ガラスを１枚だけにしてブラインドやファンを

併用した「エアバリア」や「簡易型エアフロー

ウインドー」、あるいは「ダブルスキン」など、

バリエーションが広く展開されている。 

ガラス表面に貼ることで熱線反射や断熱性

向上など様々な効果をもたせるフィルムもある。

これらは既存のガラスに簡単に施工できる利

点が特徴的である。可視光線を多く通すもの、

断熱や目隠しの効果があるもの、ハーフミラ

ー状のものなど多くの種類がある。ガラス表面

へセラミックインクをスクリーン印刷したものも

ある。デザインの自由度が高く、透視、熱、光

が自由にコントロールできる。 

単体のガラスとしては、他には温度に よっ

て白濁し遮光性が高くなる白濁ガラスやガラ

スブロックな どもある。ま た、ガラス 以 外の素

材では、ポリカーボネートやアクリルなども開

口部の素材として広く使われている。また、半

透明の素材感が特徴的な、透光性がある断

熱材なども市販されている。 

(2)  内部･外部付属物 
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それぞれ開口部の室内側、屋外側で日射

遮蔽を行うものである。 

具体的な日射遮蔽部材としては、庇、オー

ニング、すだれ、ステンレススクリーン、ルー

バー、ブラインド、ロールスクリーン、プリーツ

スクリーン、障子、植物などが挙げられる。 

ルーバーやブラインドなどは屋内用、屋外

用ともに広く用いられているが、屋外に用いる

場合には特に耐水性や耐久性、耐風強度な

どに多くの配慮が必要である。 

2)  日射遮蔽効果と形態の整理 

一 般 的 に 、単 板 ガ ラ スの 窓 に 日 射遮 蔽 用

の補助部材を一切つけない場合には日射の

約 9 割がそのまま室内に流入してくる。それ

に比べて、窓の室内側にロールブラインドや

ロールスクリーンを設置場合は約 5 割、室外

側に庇やオーニングを設置した場合は約 8 割

を遮ることができる。また、遮られた日射は熱

となって遮蔽物に蓄積し、輻射熱となって室

内へ放出されることもある。そのため、窓の内

側よりも外側、外側でも窓からより遠い位置に

補助部材を設置することが、日射遮蔽効果を

上げる。 

日射遮蔽部材の種類は先述したようにガラ

ス の 種 類 か ら 内 外 の 付 属 物 に 至 る ま で 実 に

様々なものが用いられている。これらを形態

によって区別すると、線状（ルーバー状）のも

の、格子状のもの、面状のスクリーン的なもの

とに大別することができる。ルーバーはさらに

縦ルーバー、横ルーバーとに分けることがで

きる。 

上述の（1）と（2）の分類とこれら日射遮蔽

効果や形態をマトリックスによって整理したも

のを図 6.5.1に示す。 

3 つの分類は 4 種の形により整理し、17 の

クラス（小分類）を見出すことができる。 

マトリックスにはそれぞれのクラスの イメー

ジがつかみやすいように、手法を抽象化した

アイコンと具体的な設計事例をあわせて示し

ている。 

6.5.4  日射遮蔽性能に関するデータの整理 

1)  カタログによる性能値の整理 

分類マトリックスによって整理した各々の日

射遮蔽手法について、日射遮蔽性能に関す

るデータ整理を行う。ここでは先ず、メーカー

から公表されている性能値の整理を行った。

取り扱うデータの概要を下記に記す。 

日射熱取得率（日射侵入率：η値）： 

日射はガラス面で透過、反射、吸収される。

吸収された日射は、ガラス両側の表面熱伝達

抵抗の比によって室内側と室外側に再分配さ

れる。日射熱取得は、ガラス面に到達する日

射への、室内側へ透過･吸収再分配される成

分の合計の比で求められる。入射日射を 1 と

した場合の日射熱取得の割合が日射熱取得

率（又は日射侵入率：η値）である。日射熱取

得率が小さいほど、日射遮蔽性能が高いこと

を示す。 

熱貫流率（Ｕ値）（Ｗ/(㎡・Ｋ)）： 

開口部や壁･床･天井などの建物部位単位

での熱の伝わりやすさを示す値で、両側の空

気（環境）温度差 1（K）の時に、単位時間･単

位面積（㎡）を通過する熱量により表される。

値が小さいほど断熱性能が高いことを示す。 
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日建設計東京ビル地球環境戦略研究機関

固定/木
可動
金属

野川エコヴィレッジ

外部付属物

縦ルーバー（垂直）

3-V'

外部付属物

縦ルーバー（水平）

3-V

外部付属物

横ルーバー（水平）

3-H

外部付属物

横ルーバー（垂直）

3-H'

外部付属物

格子（水平）

3-G

外部付属物

格子（垂直）

3-G'

外部付属物

面（水平）

3-S

外部付属物

面（垂直）

3-S'

外部付属物

面（植栽）

開口部
縦ルーバー

1-V

開口部
横ルーバー

1-H

開口部
格子

1-G

開口部
面

1-S

糸満市庁舎

固定
コンクリート

筑波の家

落葉植物

名護市庁舎

固定/コンクリート

君津保健福祉センター

可動/金属

日傘の家

固定
プラスチック

高知・本山町の家

固定
金属

松本市美術館

可動/金属
可動
金属

東京電力技術開発センター

固定/プラスチック

ﾊﾉｰﾊﾞｰﾒｯｾ26号棟展示場 新潟市民芸術文化会館

上下
金属

内部付属物

縦ルーバー

2-V

内部付属物

横ルーバー

2-H

内部付属物

格子

2-G

内部付属物

面

2-S

GSW管理本社 王子木材工業本社ビル 親緑住居 相模原の住宅

可動
金属 上下/木 可動/木 上下/布

固定/木 可動性／素材

地球環境戦略研究機関

外部付属物

縦ルーバー（垂直）

3-V' アイコン

名称と写真

クラス

クラスの分類

設計事例

可動/金属

 
図 6.5.1 日射遮蔽手法の分類マトリックス 
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表 6.5.1 単板ガラスの性能値 
光学的性能

品 種 呼び厚さ 日射熱取得率 熱貫流率 可視光透過率
（ミリ） [-] [W/(㎡・K)] （％）

透明板ガラス フロート板ガラス 3 0.88 6.0 90.2
フロート板ガラス 6 0.84 5.9 88.9

熱線吸収板ガラス ブルー系 3 0.78 6.0 83.3
ブルー系 6 0.66 5.8 74.4
グレー系 3 0.81 6.0 74.6
グレー系 6 0.72 5.8 61.4
ブロンズ系 3 0.82 6.0 76.1
ブロンズ系 6 0.72 5.8 60.0
グリーン系 6 0.58 5.8 69.6

高遮蔽性能熱線反射ガラス シルバー系 6 0.23 4.7 9.2
シルバー系 6 0.35 5.0 20.4
シルバーグレイ系 6 0.48 5.4 34.2
ブルー系 6 0.41 5.1 30.0
ライトブルー系 6 0.46 5.3 36.6
シルバーライトブルー系 6 0.39 5.0 30.0

熱線反射ガラス クリア 6 0.68 5.9 63.1
ブルー系 6 0.56 5.9 53.8
グレー系 6 0.62 5.9 43.9
ブロンズ系 6 0.61 5.9 42.8
グリーン系 6 0.50 5.9 49.8

熱的性能

 
参考資料：旭硝子総合カタログ2003年 

表 6.5.2 合わせガラスの性能値 
品種 構成 熱的性能 光学的性能

日射熱取得率 熱貫流率Ｕ値 可視光透過率
（η値） （W/(㎡・K) （％）

合わせガラス 透明フロート FL3+FL3 0.83 5.8 88.6
カラー（ブラウン） FL3+FL3 0.53 5.8 28.2
カラー（乳白） FL3+FL3 0.75 5.8 70.0
装飾タイプ（スタンダードFL3+FL3 0.56 5.8 42.5
装飾タイプ（和風） FL3+FL3 0.75 5.8 77.5

熱線吸収合わせガラス 熱線吸収ブルー系 熱線吸収FL3+FL3 0.74 5.8 81.8
熱線吸収グレー系 熱線吸収FL3+FL3 0.76 5.8 73.2
熱線吸収ブロンズ系 熱線吸収FL3+FL3 0.77 5.8 74.7
熱線吸収グリーン系 熱線吸収FL5+FL5 0.57 5.6 71.0

熱線反射合わせガラス 熱線反射クリア系 熱線反射FC6+FL6 0.68 5.5 70.9
熱線反射ブルー系 熱線反射FC6+FL6 0.56 5.5 60.5
熱線反射グレー系 熱線反射FC6+FL6 0.61 5.5 49.4
熱線反射ブロンズ系 熱線反射FC6+FL6 0.61 5.5 48.1
熱線反射グリーン系 熱線反射FC6+FL6 0.49 5.5 55.8

ラミメタル ラミメタル　6φ FL3+FL3 0.50 4.9 45.2
 

参考資料：旭硝子総合カタログ2003年 

可視光透過率（％）： 

可視光とは人間の 目に 見える波長の光の

ことで、可視光透過率はその透過のしやすさ

を示す値である。値が大きいほどよく可視光

を透過することを示す。 

日射熱取得率と熱貫流率が熱的な性能を

示すものであるのに対し、可視光透過率は光

学的性能を示すものである。 

これらの性能値について、メーカーのカタ

ログにより公表されているデータに 基づいた

整理を行った。表 6.5.1から表 6.5.5にガラス

種別のカタログ性能値を示す。 

2)  既往の研究による性能値の整理 

前項で整理したカタログによる日射遮蔽性

能値は、ガラス製品については広く網羅され

て い る も の の 、 シ ステ ム 窓 な ど 複 合的 な も の

や内外の付属物については、整備されていな

いのが現状である。ここでは、論文や設計資

料などの既往の研究によって公表されている

性能値について、前項で挙げられていない手

法の性能値について整理を行う。 

ここでの文献によって公表されている値は、

実験値や計算値など様々で、また用いられた

実験条件や計算条件についても統一されて

いないため、各々の文献値相互の比較につ 
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表 6.5.3 複層ガラスの性能値 
品種 構成 熱的性能 光学的性能 参考

呼び厚さ 日射熱取得率 熱貫流率Ｕ値 可視光透過率
（ミリ） （η値） （W/(㎡・K) （％）

透明複層ガラス FL3+A6+FL3 12 0.79 3.4 82.0 AGC
FL6+A6+FL6 18 0.74 3.3 79.6 AGC

熱線吸収複層ガラス ブルー系HFL3+A6+FL3 12 0.68 3.4 75.6 AGC
ブルー系HFL6+A6+FL6 18 0.55 3.3 66.6 AGC
グレー系GFL3+A6+FL3 12 0.71 3.4 67.7 AGC
グレー系GFL6+A6+FL6 18 0.61 3.3 54.8 AGC
ブロンズ系BFL3+A6+FL3 12 0.72 3.4 69.1 AGC
ブロンズ系BFL6+A6+FL6 18 0.60 3.3 53.6 AGC

高遮蔽性能熱線反射複層ガラス シルバー系SS8複層 6 0.17 2.9 8.2 AGC
シルバー系SS20複層 6 0.27 3.0 18.2 AGC
シルバーグレイ系SGY32複層 6 0.38 3.1 30.2 AGC
ブルー系TS30複層 6 0.32 3.0 26.6 AGC
ライトブルー 系TBL35複層 6 0.36 3.1 32.4 AGC
シルバーライトブルー系TSL30複層 6 0.30 3.0 26.4 AGC

熱線反射複層ガラス クリヤ系熱反6+A6+FL6 18 0.60 3.3 57.7 AGC
ブルー系熱反6+A6+FL6 18 0.47 3.3 49.2 AGC
グレー系熱反6+A6+FL6 18 0.52 3.3 40.1 AGC
ブロンズ系熱反6+A6+FL6 18 0.51 3.3 39.1 AGC
グリーン系熱反6+A6+FL6 18 0.39 3.3 45.3 AGC

ブラインド入複層ガラス FL3+A26(ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ）+ＦＬ3 32 0.79 1.9 81.8 NSG
ガラスペーパー入複層ガラス FL3+A6(GP2）+FL3 12 0.42 2.7 33.8 NSG
アルミハニカム入複層ガラス FL3+A6(3H）+FL3 12 0.77 4.2 80.5 NSG
ガラスティッシュ入複層ガラス FL3+GT1+A6+FL3 12 0.61 3.4 62.3 CG

参考資料
旭硝子総合カタログ2003年(AGC)
日本板硝子総合カタログ2001年(NSG)
セントラル硝子総合カタログ2002年(CG)  

表 6.5.4  Low-e複層ガラスの性能値 
品種 構成 光学的性能

呼び厚さ 日射熱取得率 熱貫流率Ｕ値 可視光透過率
（ミリ） （η値） （W/(㎡・K) （％）

高遮熱断熱Low-E複層ガラス Low-E3+A6+FL3 12 0.41 2.5 66.5
断熱Low-E複層ガラス FL3+A6+Low-E3 12 0.61 2.6 72.0

熱的性能

 
参考資料：旭硝子総合カタログ2003年 

表 6.5.5 真空ガラスの性能値 
品種 ガラス種別 構成 光学的性能

呼び厚さ 日射熱取得率 熱貫流率Ｕ値 可視光透過率
(ミリ） （η値） （W/(㎡・K) （％）

真空ガラス 透明＋Low-E CFL3LE+V+FL3 6 0.68 1.5 75.5
熱線吸収＋Low-E GNFL3+V+CFL3LE 6 0.47 1.5 63.9

熱的性能

 
参考資料：日本板硝子総合カタログ2001年 

いての精度は必ずしも高くない。しかし、各手

法の特性や手法間にみられる効果の序列把

握のためには、十分に参考になるものと考え

られる。 

各々 の 参 考 文献 を 下記 に 示 す。 出 典は 、

「開口部の断熱・遮熱性能に関する研究開発

 報告書」（(財)住宅・建築省エネルギー機構、

平成 6 年 6 月）である。 

(1)   開口部･システム窓 

文献性能値を表 6.5.6に示す。 

1 . 「日射遮蔽物の遮蔽効果(その７)」武田･稲沼ら、

日本建築学会大会学術講演梗概集、昭和 61 年 

2.「通気性を有するブラインド内臓二重サッシの遮蔽

係数の推定」木村･宿谷ら、日本建築学会大会

学術講演梗概集、昭和 63 年 

3.「窓の熱的性能評価に関する研究(その７)」井上、

射場本ら、日本建築学会大会学術講演梗概集、

昭和 61 年 

4.「 IBEC №65 Vol .12-2」（財）住宅・建築 省エネ

ルギー機構、1991 年 7 月 

5 .「住宅の窓における快適性と省エネルギー性の両

立 に 関 す る 研 究 − 日 射 遮 蔽 性 能 に注 目 し た 窓

システムの提案−」日本建築学会大会学術講演

梗概集、昭和 61 年 

6.新日軽（株）の設計値 

7.新日軽（株）提供資料 

(2)  内部付属物 

文献性能値を表 6.5.7 に示す。 

8.「窓の熱的性能評価に関する研究(その７)」井上･

射場本ら、日本建築学会大会学術講演梗概集、

昭和 61 年 

9.「 IBEC №65 Vol .12-2」（財）住宅・建築 省エネ

ルギー機構、1991 年 7 月 
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過

率
0
.
4
4
-
0
.
3
0

0
.3

4

0
.2

8

一
重

ガ
ラ
ス

＋
ロ
ー
ラ

ー
シ

ェ
イ
ド

ペ
ア
ガ

ラ
ス
＋
ベ

ネ
シ

ャ
ン
ブ
ラ

イ
ン
ド 半

透
明

明
色

半
透

明
明

色
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Ⅱ
 自

立
循

環
型

住
宅

の
た

め
の

要
素

技
術

開
発

〔
Ａ

〕
 

 

（
文

8
）

η
値

0.
35

（
文

６
）

仕
様

色
η

値
普

通
ガ

ラ
ス

2
.
5
-
1
2
㎜

明
色

0.
49

中
間

色
0
.
5
4

暗
色

0.
5
8

明
色

0.
4
2

中
間

色
0
.
4
6

暗
色

0.
4
9

備
考

カ
ー

テ
ン

の
日

射
に

対
す

る
特

性
法

線
面

日
射

透
過

率
：

明
色

0
.
3
5
 
中

間
色

0.
1
4

暗
色

0
.
1
1

法
線

面
日

射
透

過
率

：
明

色
0
.
6
0
 
中

間
色

0.
4
2

暗
色

0
.
2
9

（
文

3
,
4,

5
）

η
値

η
値

A
S
HR

A
E_

S
C
値

ba
s
e

ド
レ

ー
プ

（
ベ

ー
ジ

ュ
色

）
0
.
4
2

0.
47

ド
レ

ー
プ

（
茶

色
）

0
.
4
4

0.
60

ド
レ

ー
プ

（
青

色
）

0
.
5
5

0.
59

ド
レ

ー
プ

（
ベ

ー
ジ

ュ
色

Ⅱ
）

0
.
5
5

0
.
51

ド
レ

ー
プ

（
茶

と
黄

色
の

）
0
.
5
0

0.
52

シ
ル

バ
ー

ブ
ラ

イ
ン

ダ
ー

0
.
3
5

-
レ

ー
ス

（
白

色
）

0
.
6
5

0
.
66

内
側

反
転

ル
ー

バ
ー

（
ψ

＝
3
0
°

）
0
.
7
6

-
障

子
0
.4

6
-

内
側

ブ
ラ

イ
ン

ド
（

ψ
＝

3
0
°

）
0
.
5
3

0
.
48

内
側

ブ
ラ

イ
ン

ド
（

ψ
＝

4
5
°

）
0
.
5
5

0
.
48

ソ
ー

ラ
ー

ス
ク

リ
ー

ン
-

0.
33

吸
熱

ガ
ラ

ス
5
.
6
-
6
㎜

型
板

ガ
ラ

ス
3
-
7
㎜

日
除

け
の

種
類

一
重

ガ
ラ
ス

＋
カ
ー

テ
ン

各
種

日
よ
け

の
日
射

遮
蔽
係

数
設
計

値

一
重

ガ
ラ
ス

＋
ロ
ー

ル
ブ
ラ

イ
ン
ド

（
文

8
）

η
値

0.
35

（
文

６
）

仕
様

色
η

値
普

通
ガ

ラ
ス

2
.
5
-
1
2
㎜

明
色

0.
49

中
間

色
0
.
5
4

暗
色

0.
5
8

明
色

0.
4
2

中
間

色
0
.
4
6

暗
色

0.
4
9

備
考

カ
ー

テ
ン

の
日

射
に

対
す

る
特

性
法

線
面

日
射

透
過

率
：

明
色

0
.
3
5
 
中

間
色

0.
1
4

暗
色

0
.
1
1

法
線

面
日

射
透

過
率

：
明

色
0
.
6
0
 
中

間
色

0.
4
2

暗
色

0
.
2
9

（
文

3
,
4,

5
）

η
値

η
値

A
S
HR

A
E_

S
C
値

ba
s
e

ド
レ

ー
プ

（
ベ

ー
ジ

ュ
色

）
0
.
4
2

0.
47

ド
レ

ー
プ

（
茶

色
）

0
.
4
4

0.
60

ド
レ

ー
プ

（
青

色
）

0
.
5
5

0.
59

ド
レ

ー
プ

（
ベ

ー
ジ

ュ
色

Ⅱ
）

0
.
5
5

0
.
51

ド
レ

ー
プ

（
茶

と
黄

色
の

）
0
.
5
0

0.
52

シ
ル

バ
ー

ブ
ラ

イ
ン

ダ
ー

0
.
3
5

-
レ

ー
ス

（
白

色
）

0
.
6
5

0
.
66

内
側

反
転

ル
ー

バ
ー

（
ψ

＝
3
0
°

）
0
.
7
6

-
障

子
0
.4

6
-

内
側

ブ
ラ

イ
ン

ド
（

ψ
＝

3
0
°

）
0
.
5
3

0
.
48

内
側

ブ
ラ

イ
ン

ド
（

ψ
＝

4
5
°

）
0
.
5
5

0
.
48

ソ
ー

ラ
ー

ス
ク

リ
ー

ン
-

0.
33

吸
熱

ガ
ラ

ス
5
.
6
-
6
㎜

型
板

ガ
ラ

ス
3
-
7
㎜

日
除

け
の

種
類

一
重

ガ
ラ
ス

＋
カ
ー

テ
ン

各
種

日
よ
け

の
日
射

遮
蔽
係

数
設
計

値

一
重

ガ
ラ
ス

＋
ロ
ー

ル
ブ
ラ

イ
ン
ド

 
1
0

.「
C

O
R

E
 №

.3
7

 
カ

ー
テ

ン
−

そ
の

遮
光

性
と

遮
熱

性
の

研
究

」
 

商
品

科
学

研
究

所
 

1
1

.「
窓

面
日

除
け

の
日

射
遮

蔽
係

数
の

簡
易

測
定

法
に

付
い

て
(そ

の
３

)」
木

村
･
宿

谷
ら

、

日
本

建
築

学
会

大
会

学
術

講
演

梗
概

集
、

昭
和

5
6

年
 

1
2
.「

J
IS

 
A

 
1

4
2

2
：

日
除

け
の

日
射

遮
蔽

係
数

簡
易

試
験

方
法

」
日

本
規

格
協

会
、

昭
和

5
7

年
 

1
3

.新
日

軽
（

株
）
提

供
資

料
 

1
4

.Y
K

K
提

供
資

料
 

1
5

.「
建

設
省

総
合

技
術

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

／
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
住

宅
シ

ス
テ

ム
の

開
発

 
報

告
書

」
(財

)住
宅

・
建

築
 

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

機
構

、
昭

和
5
8

年
 

 

(
3
)

 外
部

付
属

物
 

文
献

性
能

値
を

表
 6

.5
.8

に
示

す
。

 

表
 
6
.
5
.
8
 

外
部

付
属

物
の

文
献

性
能

値
 

オ
ー

ニ
ン

グ
（

文
1,

2,
6
）

No
.

色
素

材
透
過

率
η

値
1

青
0.

23
0
.1

2
2

白
0.

20
0
.0

7
3

白
0.

12
0
.0

6
4

ブ
ル

ー
／

ホ
ワ

イ
ト

0.
15

0
.0

6
5

ク
リ

ー
ム

0.
07

0
.0

3
6

ブ
ル

ー
0.

05
0
.0

6
7

オ
フ

ホ
ワ

イ
ト

0.
38

0
.2

7
8

コ
コ

ナ
ッ

ツ
ブ

ラ
ウ

ン
0.

20
0
.2

6
9

ホ
ワ

イ
ト

0.
01

0
.0

6
1
0

ブ
ロ

ン
ズ

0.
07

0
.0

5
1
1

ク
リ

ー
ム

ア
ク

リ
ル

0.
14

0
.0

6
1
2

ホ
ワ

イ
ト

0.
22

0
.1

0
1
3

ブ
ラ

ッ
ク

0.
10

0
.0

6
1
4

白
0.

22
0
.0

8-
0.
1
4

備
考

1～
8
：

表
面
は

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

樹
脂

系
塗

料
9・

10
：

織
糸
は

ア
ク

リ
ル

製
ア

ル
ミ

の
表

面
は

ア
ク

リ
ル

系
塗

装
1
1～

13
：

裏
面
は

ア
ク

リ
ル

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

14
：

表
面
は

ア
ク

リ
ル

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

ポ
リ

エ
ス
テ

ル

ガ
ラ

ス
ク
ロ

ス

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

合
金

ポ
リ

エ
ス
テ

ル

オ
ー

ニ
ン

グ
（

文
1,

2,
6
）

No
.

色
素

材
透
過

率
η

値
1

青
0.

23
0
.1

2
2

白
0.

20
0
.0

7
3

白
0.

12
0
.0

6
4

ブ
ル

ー
／

ホ
ワ

イ
ト

0.
15

0
.0

6
5

ク
リ

ー
ム

0.
07

0
.0

3
6

ブ
ル

ー
0.

05
0
.0

6
7

オ
フ

ホ
ワ

イ
ト

0.
38

0
.2

7
8

コ
コ

ナ
ッ

ツ
ブ

ラ
ウ

ン
0.

20
0
.2

6
9

ホ
ワ

イ
ト

0.
01

0
.0

6
1
0

ブ
ロ

ン
ズ

0.
07

0
.0

5
1
1

ク
リ

ー
ム

ア
ク

リ
ル

0.
14

0
.0

6
1
2

ホ
ワ

イ
ト

0.
22

0
.1

0
1
3

ブ
ラ

ッ
ク

0.
10

0
.0

6
1
4

白
0.

22
0
.0

8-
0.
1
4

備
考

1～
8
：

表
面
は

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

樹
脂

系
塗

料
9・

10
：

織
糸
は

ア
ク

リ
ル

製
ア

ル
ミ

の
表

面
は

ア
ク

リ
ル

系
塗

装
1
1～

13
：

裏
面
は

ア
ク

リ
ル

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

14
：

表
面
は

ア
ク

リ
ル

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

ポ
リ

エ
ス
テ

ル

ガ
ラ

ス
ク
ロ

ス

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

合
金

ポ
リ

エ
ス
テ

ル

 
（

文
6
）

N
o
.

色
ス

ラ
ッ

ト
角

度
透

過
率

η
値

1
1
0
°

0
.
4
0

0
.
4
5

2
2
0
°

0
.
3
2

0
.
3
7

3
3
0
°

0
.
2
1

0
.
2
7

4
4
0
°

以
上

0
.
0
7

0
.
1
6

5
1
0
°

0
.
4
3

0
.
4
7

6
2
0
°

0
.
3
3

0
.
3
9

7
3
0
°

0
.
2
3

0
.
2
9

8
4
0
°

以
上

0
.
1
4

0
.
2
1

備
考

幅
/
ス

ラ
ッ

ト
間

隔
＝

1
/
1

ル
-
バ

-
数

＝
1
7
枚

・
2
5
㎜

黒
色

・
暗

色

明
色

一
重

ガ
ラ

ス
＋

ル
ー

バ
ー

（
文

6
）

N
o
.

色
ス

ラ
ッ

ト
角

度
透

過
率

η
値

1
1
0
°

0
.
4
0

0
.
4
5

2
2
0
°

0
.
3
2

0
.
3
7

3
3
0
°

0
.
2
1

0
.
2
7

4
4
0
°

以
上

0
.
0
7

0
.
1
6

5
1
0
°

0
.
4
3

0
.
4
7

6
2
0
°

0
.
3
3

0
.
3
9

7
3
0
°

0
.
2
3

0
.
2
9

8
4
0
°

以
上

0
.
1
4

0
.
2
1

備
考

幅
/
ス

ラ
ッ

ト
間

隔
＝

1
/
1

ル
-
バ

-
数

＝
1
7
枚

・
2
5
㎜

黒
色

・
暗

色

明
色

一
重

ガ
ラ

ス
＋

ル
ー

バ
ー
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第
６

章
 

開
口

部
日

射
遮

蔽
計

画
（Ａ

６
） 

 

外
付

け
日

除
け

シ
ャ

ッ
タ

ー
（

文
３

）

（
太

陽
高

度
：

3
0
°

～
4
0
°

）
N
o
.

色
形

状
透

過
率

η
値

1
0
.
5
1
2

0
.
2
4
-
0
.
2
8

2
0
.
1
1
7

0
.
1
7
-
0
.
1
8

3
0
.
0
8
8

0
.
1
2
-
0
.
1
8

4
0
.
5
2
7

0
.
3
4
-
0
.
3
9

5
0
.
0
7
0

0
.
1
1
-
0
.
1
3

6
0
.
0
3
3

0
.
1
2

7
ホ

ワ
イ

ト
0
.
0
5
1

0
.
0
9
-
0
.
1
1

8
ブ

ロ
ン

ズ
0
.
0
4
5

0
.
1
2
-
0
.
1
5

9
ホ

ワ
イ

ト
0
.
0
4
2

0
.
0
6
-
0
.
1
0

1
0

ブ
ロ

ン
ズ

0
.
0
2
1

0
.
2
0
-
0
.
2
7

（
太

陽
高

度
：

4
0
°

～
5
0
°

）
N
o
.

色
形

状
透

過
率

η
値

1
0
.
1
6
6

0
.
2
0
-
0
.
2
1

2
0
.
1
1
9

0
.
1
4
-
0
.
1
5

3
0
.
0
9
7

0
.
1
1
-
0
.
1
3

4
0
.
1
1
7

0
.
1
8
-
0
.
2
2

5
0
.
0
6
8

0
.
1
5
-
0
.
1
8

6
0
.
0
3
3

0
.
1
1
-
0
.
1
2

7
ホ

ワ
イ

ト
0
.
0
6
1

0
.
0
7
-
0
.
1
1

8
ブ

ロ
ン

ズ
0
.
0
3
2

0
.
1
1
-
0
.
1
5

9
ホ

ワ
イ

ト
0
.
0
3
0

0
.
0
2
-
0
.
0
4

1
0

ブ
ロ

ン
ズ

0
.
0
2
4

0
.
1
5
-
0
.
2
0

備
考

（
ス

ラ
ッ

ト
角

度
）

1
・

4
/
水

平
、

2
・

5
/
3
0
°

、
3
・

6
/
6
0
°

（
開

口
率

）
7
・

8
/
1
0
.
5
（

%
)
、

9
・

1
0
/
5
.
6
（

%
)

ホ
ワ

イ
ト

ブ
ロ

ン
ズ

ス
ラ

ッ
ト

形

細
孔

形

ス
ラ

ッ
ト

形

細
孔

形

ホ
ワ

イ
ト

ブ
ロ

ン
ズ

外
付

け
日

除
け

シ
ャ

ッ
タ

ー
（

文
３

）

（
太

陽
高

度
：

3
0
°

～
4
0
°

）
N
o
.

色
形

状
透

過
率

η
値

1
0
.
5
1
2

0
.
2
4
-
0
.
2
8

2
0
.
1
1
7

0
.
1
7
-
0
.
1
8

3
0
.
0
8
8

0
.
1
2
-
0
.
1
8

4
0
.
5
2
7

0
.
3
4
-
0
.
3
9

5
0
.
0
7
0

0
.
1
1
-
0
.
1
3

6
0
.
0
3
3

0
.
1
2

7
ホ

ワ
イ

ト
0
.
0
5
1

0
.
0
9
-
0
.
1
1

8
ブ

ロ
ン

ズ
0
.
0
4
5

0
.
1
2
-
0
.
1
5

9
ホ

ワ
イ

ト
0
.
0
4
2

0
.
0
6
-
0
.
1
0

1
0

ブ
ロ

ン
ズ

0
.
0
2
1

0
.
2
0
-
0
.
2
7

（
太

陽
高

度
：

4
0
°

～
5
0
°

）
N
o
.

色
形

状
透

過
率

η
値

1
0
.
1
6
6

0
.
2
0
-
0
.
2
1

2
0
.
1
1
9

0
.
1
4
-
0
.
1
5

3
0
.
0
9
7

0
.
1
1
-
0
.
1
3

4
0
.
1
1
7

0
.
1
8
-
0
.
2
2

5
0
.
0
6
8

0
.
1
5
-
0
.
1
8

6
0
.
0
3
3

0
.
1
1
-
0
.
1
2

7
ホ

ワ
イ

ト
0
.
0
6
1

0
.
0
7
-
0
.
1
1

8
ブ

ロ
ン

ズ
0
.
0
3
2

0
.
1
1
-
0
.
1
5

9
ホ

ワ
イ

ト
0
.
0
3
0

0
.
0
2
-
0
.
0
4

1
0

ブ
ロ

ン
ズ

0
.
0
2
4

0
.
1
5
-
0
.
2
0

備
考

（
ス

ラ
ッ

ト
角

度
）

1
・

4
/
水

平
、

2
・

5
/
3
0
°

、
3
・

6
/
6
0
°

（
開

口
率

）
7
・

8
/
1
0
.
5
（

%
)
、

9
・

1
0
/
5
.
6
（

%
)

ホ
ワ

イ
ト

ブ
ロ

ン
ズ

ス
ラ

ッ
ト

形

細
孔

形

ス
ラ

ッ
ト

形

細
孔

形

ホ
ワ

イ
ト

ブ
ロ

ン
ズ

 
1

6
.「

オ
ー

ニ
ン

グ
の

日
射

遮
蔽

係
数

の
測

定
」

木
村

･
宿

谷
ら

、
日

本
建

築
学

会
大

会
学

術
講

演
梗

概
集

、
昭

和
6
1

年
 

1
7

.「
オ

ー
ニ

ン
グ

の
す

ば
ら

し
さ

」
オ

ー
ニ

ン
グ

協
会

カ
タ
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6.5.5  事例紹介 

1)  事例の概要 

図 6.5.1に示した「遮熱部品の分類マトリッ

クス」の項目に沿って整理した日射遮蔽手法

について、「製品事例」と「設計事例」の２つの

カテゴリーにまとめて、具体的な事例の紹介

を行う。 

「製品事例」では、市場で入手可能な日射

遮蔽製品を挙げている。製品名やメーカー名、

製品写真や概要をまとめると共に、より詳細な

情報の入手のために、メーカーのホームペー

ジアドレスを記載してある。 

「 設 計 事 例 」 で は 、 グ レ ー チ ン グ の 日 除 け

への活用や 植物によ る 緑のスクリー ンなど 、

必ずしも日射遮蔽用として市販されている製

品の使用に限らない日射遮蔽の手法も有るこ

とから、実際の設計例として建物の事例を挙

げることで、手法の実践におけるバリエーショ

ンをさらに幅広く捉えることを意図している。 

日射遮蔽手法という点に着目した事例を構

成するために、建物用途は住宅に限定してい

ない。また、年代や地理的特性に配慮して、

現代建築のほか近代建築や伝統的民家、海

外の事例も含めている。より詳細な情報の入

手のために、掲載誌の例を記載してある。ま

た、両事例とも、前述の性能値を参考にクラス

（小分類）に応じた日射遮蔽効果の目安を記

してある。効果の序列把握のためには、十分

に参考になるものと考えられる。 

事例数は、「製品事例」45 事例、「設計事

例」74 事例、計 119 事例である。事例リストを

に示す. 

2)  事例紹介 

図 6.5.2～図 6.5.17に収集した事例の一

例を示す。 

(倉山 千春・伊藤 春雄・村田 涼) 
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第６章 開口部日射遮蔽計画（Ａ６） 

 

表 6.5.9 製品事例リスト 
No. 分類 名称 製品例 特徴

1 1-H ブラインド入複層ガラス ブラインドペヤA/旭硝子
ペアマルチブラインド/日本板硝子

調光機能があり、冷暖房負荷を軽減するペヤグラスブ
ラインド入りタイプ

2 1-H ブラインド内蔵窓 ウインキー/YKK-AP ガラスとガラスの間にブラインドを内蔵したペアガラ
スサッシ

3 1-G パンチング入り合わせガラス ラミメタル/旭硝子 パンチングメタルとガラスをドッキングさせたガラス

4 1-G 格子入複層ガラス ペアグラス格子入タイプ/旭硝子
ペアマルチクロス/日本板硝子

ガラスとガラスの間に格子を組み込んだデザインの複
層ガラス

5 1-G 透光性乳白色ガラスブロック オパリーン/日本電気硝子 乳白色のやわらかな光が空間をやさしく包む

6 1-G コントローラー内蔵複層ガラス ECOSS/フィグラ コントローラー内蔵のガラスによって太陽の光を自由
に設計する

7 1-S 熱線吸収板ガラス サンブルー/旭硝子 日射を吸収し、快適な室内空間をつくる

8 1-S 熱線反射ガラス スカイレックス/セントラル硝子 太陽熱を反射して冷房負荷を抑え、周囲の風景を映し
出して建物を彩る

9 1-S 複層ガラス ペヤガラス/旭硝子 冬暖かく暮らせる標準的な複層ガラス

10 1-S 光拡散複層ガラス ソフトペヤ/旭硝子
ペヤマルチソフト/日本板硝子

光をソフトに拡散し、心地よい室内環境をつくりだす

11 1-S 高断熱Low-Eガラス サンレーヌ/旭硝子 太陽熱は受け入れ、暖房熱は逃がさない保温窓ガラス

12 1-S 高遮熱断熱Low-Eガラス サンバランス/旭硝子 四季を通じて快適な室内環境をつくりだす

13 1-S プリントガラス セラプリライト/旭硝子 自由なデザインでガラスに表情を与える

14 1-S 合わせガラス ラミセーフ/旭硝子
合わせガラス/三芝硝材株式会社

飛散防止性、耐貫通性に優れた防犯性の高いガラス

15 1-S 真空ガラス スペーシア/日本板硝子 ２枚のガラスの間に真空層をつくり断熱性能を高める

16 1-S 断熱反射フィルム ヒートカット/リンテック 高透明なフィルムでクリアな眺望を

17 2-Ｖ 木製縦型ブラインド ウッドバーチカル/ナニックジャパン スラットが柔軟に動く縦型の木製ブラインド

18 2-Ｖ 縦型カーテンブラインド アルペジオ標準ﾀｲﾌﾟｼﾝｸﾞﾙｽﾀｲﾙ/ニチベイ 大きな窓にも対応するシンプルな縦型カーテンブライ
ンド

19 2-H 木製ブラインド シンプル?/ナニックジャパン 大面積を可能にした昇降装置付きブラインド

20 2-H 竹製ブラインド エコール?/井上スダレ 竹を素材にしたエコロジーブラインド

21 2-H アルミ製ブラインド 断熱ブラインド/立川ブラインド工業 樹脂製スラットで反射と断熱性能を上げた

22 2-H 反射コーティングブラインド ニューセラミー25遮熱スラット/トーソー 特殊コーティングで赤外線をシャットアウト

23 2-H 木製ブラインド ティンバーシェイド/アーバーカムレイド 屋外にも設置可能なスギのブラインド

24 2-S 木製スクリーン フォレス/井上スダレ 淡い光を室内に運ぶ木製のスクリーン

25 2-S ロールスクリーン クールシェード/ヨコタ量販 薄いアルミ膜が実現する画期的な日射遮蔽効果

26 2-S プリーツスクリーン デュエットシェード/日本ハンターダグラス ハニカム構造が高い断熱性を発揮するスクリーン

27 2-S ロールスクリーン ロールスクリーン和紙タイプ/モルザ 和紙が醸し出す情緒ある質感を楽しむスクリーン

28 2-S ロールスクリーン ソフィーダブルタイプ/ニチベイ １つの昇降機で２枚のスクリーンをコントロール

29 3-Ｈ セラミック製ルーバー ティンバーブリック/国代耐火工業所 豊かな風合いが魅力のセラミック製ルーバー

30 3-Ｈ ルーバー庇 エコバイザー/オイレス工業 庇に姿を変える１台２役のルーバー

31 3-Ｈ アルミ製ルーバー インターバイザーLOVシリーズ/インターライト 住まいに適した角度で日射をカットするルーバー

32 3-Ｈ 網付可動ルーバー 網付可動ルーバー/YKK-AP 取り付け簡単な網付き可動タイプのルーバー

33 3-Ｈ 通風雨戸 エコアマド/不二サッシ 日よけ、通風、自由自在の雨戸

34 3-Ｈ 外ブラインド コンホルト/立川ブラインド工業 遮蔽効果抜群の屋外用ブラインド

35 3-G' ステンレススクリーン ユニコワイヤーベルト/ユニバーサル工業 強度と耐候性が強みのステンレススクリーン

36 3-G' ステンレススクリーン メッシュアートシステムすだれシリーズ/小岩金網 モダンな空間を演出するすだれの新しいカタチ

37 3-S アルミ製庇 キトラアルミタイプ/デバイス 無駄を一切省いた、軽やかなアルミ製庇

38 3-S アルミ製庇 ｲﾝﾀｰﾊﾞｲｻﾞｰｱﾙﾐ形材製角度選定式庇ﾞ/ｲﾝﾀｰﾗｲﾄ フィンの傾斜角度が選べるアルミ形材製角度選定式庇

39 3-S オーニング エルパティオ/テンパル 窓先空間にも涼感を与える大型オーニング

40 3-S オーニング オーニングソラーロタイプ/宇部気密ハウジング 天候に合わせて傾斜角度を変更可能

41 3-S すだれ 軒掛用京すだれ/京すだれ川崎 日本のすだれは今なお優秀な遮光部材

42 3-S アルミ製シャッター アルラックス/黒崎播磨 断熱材を充填したアルミシャッター

43 3-S 外付けロールスクリーン ニューホームウイング/ヨコタ量販 目隠しをしながら通風を確保

44 3-S 外付けロールスクリーン フレシェード/トステム 現代版すだれ。屋外用ロールスクリーン

45 1-S 自動応答型調光ガラス 自動応答型調光ガラス/アフィニティー 太陽エネルギーで自動的に可変する「生きたガラス」
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表 6.5.10 設計事例リスト 
No. 分類 名称 建物名/設計者名/掲載誌例 特徴

1 1-V ダブルスキンの中に縦型ブライン
ド

松本市美術館/宮本忠長建築設計事務所
新建築2002年8月号

セラミックプリントガラスのダブルスキンの間に縦型の電動ブラ
インド

2 1-V 縦型スラットが建物を囲む ナチュラルスラット/遠藤政樹＋池田昌弘　EDH遠藤設
計室/MIAS
新建築住宅特集2002年7月号

ガラス窓、フレキシブルボード、断熱壁、スチール扉で構成され
る縦型スラット

3 1-H ブラインド内蔵木製サッシ お花茶屋の黒い箱/田井幹夫　アーキテクトカフェ
新建築住宅特集2003年9月号

内側のペアガラスと外側のシングルガラスの間にブラインドを内
蔵する

4 1-H ブラインド内蔵の「可動建具ユ
ニット」

南青山アソートメントハウス/ 内海智行＋長崎辰哉
milligram studio/新建築2003年12月号

西面をブラインド内蔵の「可動建具ユニット」で構成

5 1-H ファサードを構成する水平可動
ルーバー

Office A/篠原聡子　空間研究所
新建築1999年3月号

情報を発信するパネルが可動ルーバーとして機能する

6 1-H ガラスの横ルーバー SUVA-BUILDING/Herzog & de Meuron
Herzog & de Meuron　1989-1991

ロゴをシルクスクリーンで印刷したガラスが透明性の高い横ルー
バーを構成する

7 1-H 角度を自動制御するブラインド 東京電力技術開発センター/第一工房
日経アーキテクチュア1997年5月19日

ベンチレーション窓に内蔵されたブラインドは日射をもとに角度
を自動制御

8 1-G デイライトグリッドシステム デザインセンター・リンツ/トーマス・ヘルツォーク
THOMAS HERZOG ARCHITECTURE & TECHNOLOGY

アルミでコーティングされたグリッドシステムで直射光を遮蔽

9 1-G ガラスブロックのスクリーン スプリット・レベルの家/高俊民　アーキノーバ建築研
究所
新建築住宅特集1995年9月号

吹き抜け空間の上部に乳白のガラスブロックスクリーン

10 1-G ガラスとアルミを素材とした幾何
学パネル

アラブ世界研究所/ジャン・ヌーベル
EL CROQUIS 65/66 Jean Nouvel 1987-1998

カメラの絞りのように開閉し、日射をコントロール

11 1-S パンチングメタルのオーニング 新潟市民芸術文化会館/長谷川逸子・建築計画工房
新建築1999年1月号

DPG内部に設置されたオーニングで光と熱を制御する

12 1-S 庇に変わるFRP製スライディングド
ア

逆シャッターのギャラリー/坂茂建築設計
新建築2003年1月号

逆向きにレールをつけた開口部は、開放すると外側への庇になる

13 1-S アルミ製のシステムパネル モザール広場の集合住宅/ジャン・プルーヴェ
Jean Prouve Complete Works Vol. 3 1944-1954

さまざまな開閉パターンをもつアルミ製システムパネルがファ
サードを構成

14 1-S 光を透過させる断熱材エアロジェ
ル

設計事務所アトリエ/トーマス・ヘルツォーク
THOMAS HERZOG ARCHITECTURE & TECHNOLOGY

ガラスに挿入されたエアロジェルが室内環境を快適に保つ

15 1-S 工業製品による現代的障子 燈居/篠原聡子　空間研究所
住宅建築2001年12月号

断熱障子をFIXガラス内側に貼り、障子の特性を現代的に生かす

16 1-S セラミック印刷ガラス hhstyle.com/妹島和世建築設計事務所
新建築2002年5月号

セラミック印刷の太さを上下方向に変えて日射しを遮る

17 1-S トリプルガラスのファサード R128/ヴェルナー・ゾーベック
Glass & Architecture 2003年春号

透明性とエネルギー負荷低減の両方を目指すトリプルガラス

18 2-V 西面のカラフルな手動ブラインド ＧＳＷ管理本社/ザウアーブルヒ＆ヒュットン
Glass & Architecture 2003年春号

ダブルスキンと手動ブラインドで窓まわりの熱負荷を抑える

19 2-V 西面開口部の木製縦ルーバー 六花亭真駒内ホール/ 古市徹雄都市建築研究所
新建築2003年3月号

可動ルーバーは西日を遮るとともに、閉じると店舗がコンサート
ホールに

20 2-V 西面と北面開口部に木製縦ルー
バー

蒼い家/インターデザインアソシエイツ
新建築住宅特集2003年11月号

アルミのフラットバーで連結され縦軸回転する

21 2-H 木製水平ルーバー 慶応義塾普通部新本館/池田靖史建築計画事務所　安藤
建設設計部
新建築2001年12月号

カーテンウォール内側上部に木製ルーバーを設け、日射を調整

22 2-H 南面大開口部上部に木製横ルー
バー

House of Shadows/ 郡裕美＋遠藤敏也／スタジオ宙
新建築住宅特集2003年2月号

夏の日射しを制限し、冬は深くまで光を取り込む

23 2-G ECパネル PERA＋GALLERY KWON/矢板久明建築設計研究所
新建築2003年11月号

「ECパネル」と呼ばれる青色の透過パネルを内側に設置

24 2-G 木製格子戸 鳩ヶ谷の家/芦原太郎建築設計事務所
新建築住宅特集1995年10月号

庇、格子戸、ブラインドで選択的に遮光

25 2-G 木製格子 富山国際会議場/槇総合計画事務所
新建築1999年11月号

木製格子を通した光が柔らかい表情をつくる

26 2-G 上下にスライドする木パネル 王子木材工業本社ビル/ 川村奈津子MDS一級建築士事務
所＋森清敏
新建築2003年2月号

日射の変化に合わせて可動パネルの位置を変える

27 2-S 可動するロールブラインド SILHOUETTE/渡辺康建築研究所
新建築2003年12月号

レールで左右に可動するロールブラインド

28 2-S ネットスクリーン 小豆島の住宅/ 長谷川逸子・建築計画工房
新建築住宅特集2001年10月号

ネットスクリーンによるやわらかい遮光

29 2-S ナイロンテント The Case Study House - 10 はだかの家/坂茂建築設
計
新建築住宅特集2001年1月号

マジックテープで脱着可能にしたナイロンテントで膜を形成

30 2-S 竹、葦を用いた建具 千里の家/ 横内敏人建築設計事務所
住宅建築2001年12月号

竹と葦を素材とした夏障子、御簾、有楽窓で日射しを遮る

31 2-S 障子 木村邸/宮脇檀建築研究室
宮脇檀の住宅

日差しを遮る障子はすべて引き込まれ、全開放が可能

32 3-V 木製ルーバーとポリカーボネイト 軽井沢のゲストハウス/ 大塚聡アトリエ
新建築住宅特集2003年1月号

木製水平ルーバーを支持材としたポリカーボネイトの屋根

33 3-V アルミのルーバー庇 安曇野高橋節郎記念美術館/宮崎浩　プランツアソシエ
イツ
新建築2003年9月号

北側開口部上部にアルミ製ルーバー庇

34 3-V 木製水平ルーバー  Y-house/ 林幸稔建築設計事務所
新建築住宅特集2003年12月号

中庭に設けたルーバー庇と、壁面に設けたアンチスリップ鋼板に
より日射遮蔽

35 3-V 30×60mmの杉材をルーバーに 馬頭町広重美術館/隈研吾建築都市設計事務所
新建築2000年11月号

ルーバーに覆われた切妻のヴォリューム

36 3-V 南側テラスを覆う木製ルーバー 八女市多世代交流館「共生の森」/青木茂建築工房
新建築2001年9月号

外部からな部へ連続する木製ルーバー
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表 6.5.10 設計事例リスト（続き） 
37 3-V' 全開放できる格子戸 久里浜の住宅/ 多羅尾直子　タラオ・ヒイロ・アーキ

テクツ
新建築住宅特集2001年1月号

格子戸の開閉によって日射しをコントロール

38 3-V' 木製連子格子 連子格子の家/ 石井修　美建・設計事務所
新建築住宅特集2003年2月号

西面の縁側に連続する格子が、日射を遮り。風を取り込む

39 3-V' 木製の縦格子折戸 千川・スクリーンの家/ 田井幹夫　アーキテクト・カ
フェ
新建築住宅特集2003年2月号

全開放が可能な折戸で日射を調整する

40 3-V' 木製縦ルーバー 地球環境戦略研究機関/日建設計
新建築2002年9月号

西向きの恵まれた眺望を楽しみながら
快適な光だけを室内に取り込む

41 3-H スチールフラットバーによる庇 INB邸/ 槇総合計画事務所
新建築住宅特集2002年1月号

南面開口にフラットバーによる奥行きの深い庇

42 3-H アルミ製可動ルーバー 君津市保健福祉センターふれあい館/坂倉建築研究所東
京事務所
新建築1999年4月号

太陽高度に合わせて調節可能な電動ルーバー

43 3-H' 木製水平ルーバー 自由が丘のコートハウス/村田靖夫建築研究室
新建築住宅特集2003年5月号

天井高の高い居間に水平ルーバーを設置

44 3-H' 羽のようなアルミ製庇 ｳﾞｨｰｽﾊﾞｰﾃﾞﾝ建設産業年金基金ｵﾌｨｽの増築/トーマス・
ヘルツォーク
THOMAS HERZOG ARCHITECTURE & TECHNOLOGY

独特の形状を持つアルミ製の可動庇

45 3-H アルミの既製品を用いたルーバー
庇

エステーR&Dセンター/村田靖夫建築研究室
新建築2001年11月号

既製品を用いた水平ルーバーとロールスクリーン

46 3-H' 外付けアルミブラインド ピクチャー・ウィンドウの家/ 坂茂建築設計
新建築住宅特集2002年8月号

南面の大開口に約2.5ｍの庇、２階には外付けアルミブラインド

47 3-H' アルミフレームの木製ルーバー Lawyer's Practice/Reinhard Drexel
In Detail  Solar Architecture

アルミフレームで連結された木製ルーバーを個別に手動で制御す
る

48 3-H' アルミ押し出し成形の電動ブライ
ンド

日建設計東京ビル/日建設計
新建築2003年8月号

太陽高度に応じて外ブラインドの角度を制御

49 3-H' 再生木による水平ルーバー 再生木ルーバーハウス/宮崎浩　プランツアソシエイツ
新建築2000年9月号

耐久性に優れた再生木を外部ルーバーに使用

50 3-G コンクリートによる格子状の庇 あしゃぎ/ 福村俊治＋空間計画VOYAGER
新建築住宅特集2002年1月号

雨端（あまはじ）と呼ばれる縁側空間を現代的に再現

51 3-G スチール格子庇＋ソーラーパネル 福島県ﾊｲﾃｸ会津若松技術支援ｾﾝﾀｰ/古市徹雄都市建築研
究所
新建築2001年5月号

バルコニーを覆う格子庇にソーラーパネルを設置

52 3-G FRPグレーチングによる庇 吉礼の家/八木幸二研究室
新建築住宅特集2001年12月号

食堂に面するテラス上部にFRPグレーチングの格子屋根

53 3-G 曲面で連続するグリッド庇 アルベールカミュ高等学校/ノーマン・フォスター
Solar Energy in Architecture and Urban Planning

自然換気を効果的にする南面の連続庇

54 3-G' 外壁を覆うスチールグリッド ホテル・サン・ジェームス/ジャン・ヌーベル
EL CROQUIS 65/66 Jean Nouvel 1987-1998

外壁はスチールグリッドに覆われ、開口部は跳ね上げ式で日射を
コントロール

55 3-G' グレーチングを用いた日よけ 宮城県迫桜高等学校/小嶋一浩＋三瓶満真　C+A
新建築2001年5月号

南面はスチールグレーチングの庇、西壁面にはFRPグレーチング
パネル

56 3-G' FRPグレーチング製可動ルーバー  古茂田邸/元岡展久　椙山女学園大学元岡研究室
新建築住宅特集2003根1月号

ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞによる可動ルーバーを南面と西面に設置

57 3-S 葦簾の庇  美里の家　アートギャラリーの家/仲村渠常広　建築
研究室 匠斎庵
新建築住宅特集2003年10月号

南開口部につづく雨端（あまはじ）に葦簾が張られる

58 3-S 金属折板による屋根庇 高知・本山町の家/ 小玉祐一郎＋エステック計画研究
所
新建築住宅特集2003年11月号

夏の日射遮蔽と冬の日射導入のバランスを考慮した屋根庇

59 3-S 外部ブラインド＋オーニング 腰越のメガホンハウス/手塚貴晴＋手塚由比　手塚建築
研究所
新建築2001年3月号

6×9ｍの南面開口に設けた外部ブランドとオーニング

60 3-S' 簾 簾庵/松葉力＋テレデザイン
新建築住宅特集2003年2月号

ファサード一面にかけられた簾で日射を調整

61 3-S' 外付けロールブラインド Duplex/Leimer Tschanz
In Detail Building Skin

外付けのロールブラインドで日射を調整

62 3-S' 養生ネットのスクリーン 住宅T×T/北山恒＋architecture WORKSHOP
新建築住宅特集2003年9月号

2層分の高さを幅900mmの養生ネットで覆う

63 3-S' 外壁全面を覆う引戸のスクリーン Rete tamaplaza/篠原聡子　空間研究所
新建築2003年4月号

アルミニウムコーティングされた膜を張った引き戸を
外壁全面に設置し、可動のスクリーンとした

64 3-S'' 夏の日射しを遮蔽するノウゼンカ
ズラ

筑波の家/小玉祐一郎
新建築住宅特集2001年12月号

トレリスをつたうノウゼンカズラを自動の日射制御装置として利
用

65 3-S'' サンルームを覆う緑のスクリーン 近藤邸/村田靖夫建築研究室
住宅建築2001年12月号

サンルームの外側にトレリスを設置し、
植物をはわせて緑のスクリーンに設えた

66 3-S'' 建物を覆う緑のカーテン 経堂の杜/ 甲斐徹郎/チームネットほか
新建築住宅特集2000年7月号

西面の窓外は蔓性植物のカーテン、
東側は壁面緑化で夏を涼しく

67 1-G デイライトグリッドシステム ハノーバーメッセ26号棟展示場/トーマス・ヘルツォー
ク
THOMAS HERZOG ARCHITECTURE & TECHNOLOGY

アルミでコーティングされたグリッドシステムで直射光を遮蔽

68 3-G FRP製グレーチングの庇 日傘の家/大沢良二＋エステック計画研究所
住宅建築2005年4月号

アウトドアデッキへのブリッジも兼ねたFRP製グレーチングの庇

69 3-G' 遮光発電ルーバー 糸満市庁舎/日本設計
日本建築学会総合論文誌第１号

遮光発電ルーバーで建物を覆い、巨大な軒下空間をつくる

70 2-S 不織布のスクリーン 相模原の住宅/野沢正光建築工房
新建築住宅特集1993年7月号

冬期の冷輻射防止を考慮した不織布のスクリーン

71 3-V コンクリートのルーバー庇 名護市庁舎/象設計集団＋アトリエモビル
建築文化1993年10月号

アサギテラスに影を落とし風を通すルーバー庇

72 2-H アルミ製ブラインド 水戸八幡町の家/小玉祐一郎＋エステック計画研究所
新建築住宅特集2000年6月号

吹き抜けの高窓に設けたブラインド

73 2-G 引込み格子網戸 親緑住居/村田靖夫建築研究室
新建築住宅特集2001年12月号

網戸も付いた防犯用の引込み格子戸

74 3-S' ウインドウシャッター 野川エコヴィレッジ/エステック計画研究所
建築知識 2004年9月号

採光・換気を自在に操るシャッター
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Ⅱ 自立循環型住宅のための要素技術開発〔Ａ〕 

 

製品事例 N o .1

調光機能があり、冷暖房負荷を軽減する

ペヤグラスブラインド入りタイプ

複層ガラスの中空層にブラインドを組み込んだガラス。

高い断熱効果とともに ､ブラインドの開閉により光のコントロール効果を併せもつ。

夏は、強い光の遮蔽効果で冷房負荷を軽減し、

冬は羽に当たる光の反射を利用して光を部屋の奥まで導く。

ブラインド入複層ガラス
ブラインドペヤＡ　（旭硝子　 http ://ww w .agc.co . jp /）
ペアマルチブラインド（日本板硝子　 http ://w w w .nsg .co. jp /)

断面構成（ブラインドペヤＡ）
出典：旭硝子商品カタログ

製品事例 N o .2

ガラスとガラスの間に

ブラインドを内蔵したペアガラスサッシ

ガラスとガラスの間にブラインドを内蔵したペアガラスサッシ。

内蔵のブラインドは、昇降と開閉ダイヤルでスラットの傾斜角度の調整を行える。

日射遮蔽、断熱、遮音効果も高い。 W 1 6 94 ×H 1 20 7 mmで￥81 ,7 00 。

ブラインド内蔵窓
ウインキー　（ YKK-AP　 http ://w w w .ykkap .co . jp /）

製品事例 N o .3

パンチングメタルとガラスを

ドッキングさせたガラス

パンチングメタルを柔軟で強靱な２枚の中間膜に挟み込み、ガラスとガラスの間に加熱圧着

した、新感覚の合わせガラス。パンチング径の大きさは直径３ mmと６ mmの２種類。

用途に合わせて採光量を変えたり、視野の調整効果を選択できる。

格子入複層ガラス
ブラインドペヤＡ　（旭硝子　 http ://ww w .agc.co . jp /）

製品事例 N o .4

ガラスとガラスの間に

格子を組み込んだデザインの複層ガラス

2枚のガラスの間に格子を組み込んだデザインの複層ガラス。

格子の数・間隔・長さなどは好みに合わせたオーダーが可能。

中空層に格子が封入されているため、面倒な掃除は不要。

格子入複層ガラス
ペヤグラス格子入タイプ　（旭硝子　 http ://w w w .agc.co. jp /）
ペアマルチクロス（日本板硝子　 http ://w w w .nsg .co. jp /)

断面図
出典：旭硝子商品カタログ 断面図

出典：日本板硝子商品カタログ

出典： YKK-AP商品カタログ

開口部
格子

1-G

開口部
格子

1-G

開口部
横ルーバー

1-H

開口部
横ルーバー

1-H
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製品事例 N o .5

乳白色のやわらかな光が

空間をやさしく包む

透光性乳白色ガラスブロック オパリーンは乳白色のやわらかな光で空間を包む。

外壁に使用した場合、窓板ガラスに比べ、紫外線の透過率は約 1/10 と低いため、

室内の家具や物品の色あせが起こりにくくなる。

また、光の 入射角が変わっても、透過する光の量にあまり変化がない。

透光性乳白色ガラスブロック
オパリーン　（日本電気硝子　 http ://w w w .neg . co. jp /）

製品事例 N o .6

コントローラー内蔵のガラスによって

太陽の光を自由に設計する

ガラス内部にコントローラーを内蔵し、入射日光量及び透過日射量調整を行う。

透明コントローラーを内蔵した ECOSS-T・ W ・ Dは、建物の位置や方位などに応じて

太陽光の入射カロリーを算出し、コントローラーの設計角度を設定する。

コントローラー内蔵複層ガラス
ECOSS（フィグラ　 http ://w w w .f ig la .co. jp/)

製品事例 N o .7

日射を吸収し

快適な室内空間をつくる

熱線吸収効板ガラスとは、通常のガラス原料に微量の鉄、ニッケル、コバルトなどの金属を

加え着色したガラスのこと。透明な板ガラスに比べ、より多くの太陽エネルギーを吸収し、

赤外線や可視光線、紫外線などの透過を適度におさえる性能がある。

そのため、冷房負荷を軽減することができる。

熱線吸収板ガラス
サンブルー　（旭硝子　 http://w w w .ag c.co. jp/）ほか

製品事例 N o .8

太陽熱を反射して冷房負荷を抑え

周囲の風景を映し出して建物を彩る

板ガラスの表面に極薄の金属膜をコーティングし、太陽熱を反射して

冷房効果を高めると同時に、その鏡面効果により周囲の風景を鮮やかに映し出し、

建物の外装に様々な表情を与える。

熱線反射ガラス
スカイレックス（セントラル硝子 http ://w w w .cg co.co. jp /）ほか

プレーン
内外面ともなめらかに仕上げられており、
光はやわらかく全体に広がる

コーナーガラスブロック α-９０
コーナー部分も切れ目なく直角に曲げられる

出典：日本電気硝子商品カタログ

構成（高性能熱線反射ガラススカイクールの例）

サングリーン サンブルー

出典：フィグラ商品カタログ

出典：旭硝子商品カタログ

出典：セントラル硝子商品カタログ

開口部
面

1-S

開口部
面

1-S

開口部
格子

1-G

開口部
格子

1-G
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製品事例 N o .9

冬温かく暮らせる

標準的な複層ガラス

２枚のガラスの間に乾燥中空層を挟み込んだ標準的な複層ガラス。

単板ガラスに比べ断熱性が大幅にアップし、

省エネや結露防止に優れた効果を発揮する。

複層ガラス
ペヤガラス（旭硝子 http://ww w .asahig lassplaza.co. jp /)

製品事例 N o .1 0

光をソフトに拡散し

心地よい室内環境をつくりだす

複層ガラスの中空層に、光を効果的に拡散する不織布やパネルを組み込んだガラス。

直達光をソフトに拡散させ ､まぶしさや暑さを和らげ、快適な光環境を作り出す。

また、外観は和紙のような風合いで、夜は内部の光が浮かび上がる演出を楽しめる。

光拡散複層ガラス
ソフトペヤ　（旭硝子　 http ://www .ag c.co. jp/）
ペアマルチソフト（日本板硝子　 http ://www .nsg .co. jp /)

製品事例 N o .1 1

太陽熱は受け入れ、

暖房熱は逃がさない保温窓ガラス

複層ガラスの室内側ガラスの中空層面に透明な特殊金属膜をコーティングした

高断熱Low-E複層ガラス。複層ガラス本来の高い断熱効果に特殊金属膜による採光・保温

機能が付加され、日射は受け入れるが、室内の暖房熱は外に逃がしにくくなっている。

高断熱Lo w -E ガラス
サンレーヌ（旭硝子 http ://www .asahig la ssp laza .co. jp /)

製品事例 N o .1 2

四季を通じて

快適な室内環境をつくりだす

２枚の板ガラスの間に乾燥空気を封入し、室外側のガラス内面に特殊金属膜を

コーティングした高遮熱断熱 Low -E複層ガラス。

夏季には、適度な遮蔽効果をもつ特殊金属膜が日射を室外に反射し、

また冬季には室内の熱を外部に伝達しにくくする。

高遮熱断熱Lo w -E ガラス
サンバランス（旭硝子 http ://www .asah ig la ssp laza .co. jp/)

ソフトペヤ　不織布２枚タイプソフトペヤ　不織布１枚タイプ

出典：旭硝子商品カタログ

出典：旭硝子商品カタログ

出典：旭硝子商品カタログ 出典：旭硝子商品カタログ

開口部
面

1-S

開口部
面

1-S

開口部
面

1-S

開口部
面

1-S
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図 6.5.5 製品事例 
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図 6.5.6 製品事例 
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図 6.5.7 製品事例 
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図 6.5.8 製品事例 
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図 6.5.9 製品事例 
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図 6.5.10 製品事例 
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図 6.5.11 製品事例 
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図 6.5.12 製品事例 
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第６章 開口部日射遮蔽計画（Ａ６） 

 

設計事例 N o .1

セラミックプリントガラスのダブルスキンの間に

縦型の電動ブラインド

吹き抜けのあるロビーの南面と北面開口部は、

外側をセラミックプリントを施した合わせガラス、内側を透明ガラスのダブルスキン。

ダブルスキンの中間層には、縦型の電動ブラインドが仕組まれている。

ダブルスキンの中に縦型ブラインド
松本市美術館/宮本忠長建築設計事務所
掲載誌例　新建築 2 0 02 年8 月号

設計事例 N o .7

ベンチレーション窓に内蔵されたブラインドは

日射をもとに角度を自動制御

第一研究等の南側開口部にブラインド内蔵のベンチレーション窓を設置。

屋上に設置した日射計からのデータをもとに、３分ごとに角度を自動制御する。

角度を自動制御するブラインド
東京電力技術開発センター /第一工房
掲載誌例　日経アーキテクチュア 1 99 7 年5 月1 9 日

設計事例 N o .1 1

DPG内部に設置されたオーニングで

光と熱を制御する

オーニングを開放することで削減される照明エネルギーと、

空調エネルギーのトータルが最小となる開口状態を演算。

主に日中の日射による冷房負荷の増大、冬期夜間の冷輻射に対する効果を意図している。

パンチングメタルのオーニング
新潟市民芸術文化会館/長谷川逸子・建築計画工房
掲載誌例　新建築 1 9 99 年1 月号

設計事例 N o .1 8

ダブルスキンと手動ブラインドで

窓まわりの熱負荷を抑える

ダブルスキンに西日よけのカラフルなブラインドを組み込んだ高層ビル。

ブラインドは手動になっていて、開閉のばらつきが建物に多様な表情を生む。

西面のカラフルな手動ブラインド
ＧＳＷ管理本社 /ザウアーブルヒ＆ヒュットン
掲載誌例　 Glass & Arch itecture 2 0 03 年春号

外観 外観

開口部
縦ルーバー

1-V

開口部
横ルーバー

1-H

内観 外観

外観全景

内観

開口部
面

1-S

内部付属物

縦ルーバー

2-V
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設計事例 N o .2 6

中庭側の開口部に木製ブラインドを設置

ロの字型平面の事務所ビル。

中庭側の開口部には、角度調整可能な木製ブラインドを設置。

東側ファサードには、 FIXの複層ガラスの内側に上下にスライドする木製パネルを設置。

木製ブラインド
王子木材工業本社ビル/ 川村奈津子M DS一級建築士事務所＋森清敏
掲載誌例　新建築 20 03 年2 月号

設計事例 N o .4 0

西向きの恵まれた眺望を楽しみながら

快適な光だけを室内に取り込む

眺望の良い西側に面する研究スペースにライイトシェルフと縦ルーバーを設置、

不快な西日はブラインドなしで遮られる。ライトシェルフに反射した光は、

欄間部の乳白ガラスから柔らかな拡散光として取り入れられる。

木製縦ルーバー
地球環境戦略研究機関/日建設計
掲載誌例　新建築 2 00 2 年9月号

設計事例 N o .4 2

太陽高度に合わせて調節可能な電動ルーバー

１スパン 9.4 5 メートルの間に、電動式の稼働ルーバーを３セットずつ設置。

１～３セットを組み合わせ、部屋単位で連動し、開閉する。

アルミ製可動ルーバー
君津市保健福祉センターふれあい館 /坂倉建築研究所東京事務所
掲載誌例　 新建築19 99 年4 月号

設計事例 N o .4 8

太陽高度に応じて外ブラインドの角度を制御

ダブルスキンに西日よけのカラフルなブラインドを組み込んだ高層ビル。

ブラインドは手動になっていて、開閉のばらつきが建物に多様な表情を生む。

アルミ押し出し成形の電動ブラインド
日建設計東京ビル/日建設計
掲載誌例　新建築 2 00 3 年8月号

外観 外観

中庭側内観

外観

内観

外部付属物

縦ルーバー（垂直）

3-V'

外部付属物

横ルーバー（水平）

3-H

外部付属物

横ルーバー（垂直）

3-H'

内部付属物

横ルーバー

2-H
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設計事例 N o .5 8

夏の日射遮蔽と冬の日射導入の

バランスを考慮した屋根庇

南面大開口部の上部には、ガルバリウム鋼板の屋根庇がのびる。

庇の長さは、夏の日射遮蔽と冬の日射導入のバランスをシミュレーションにより検討し、

屋外テラスの使い勝手なども考慮した上で決定している。

金属折板による屋根庇
高知・本山町の家 / 小玉祐一郎＋エステック計画研究所
掲載誌例　新建築住宅特集 2 00 3年1 1月号

設計事例 N o .6 4

トレリスをつたうノウゼンカズラを

自動の日射制御装置として利用

南側大開口の外側にトレリスを設置し、落葉の蔓性植物ノウゼンカズラをはわせている。

夏は繁茂し、冬は落葉する落葉樹の性質を、自動の日射制御装置として活用している。

夏の日射しを遮蔽するノウゼンカズラ
筑波の家/小玉祐一郎
掲載誌例　 新建築住宅特集2 00 1年1 2月号

設計事例 N o .6 5 設計事例 N o .6 7

外観 内観外観 内観

外部付属物

面（水平）

3-S

外部付属物

面（植栽）

サンルームの外側にトレリスを設置し、

植物をはわせて緑のスクリーンに設えた

リビング南側に設けた２層吹き抜けのサンルームの窓外にトレリスを設置。

ノウゼンカズラやツキヌキニンドウ、ウキツリボクなどをはわせ、

色とりどりの植物をスクリーンとして設えた。

サンルームを覆う緑のスクリーン
近藤邸/村田靖夫建築研究室
掲載誌例　住宅建築 2 00 1 年12 月号

内観 外観

外部付属物

面（植栽）

外観

アルミでコーティングされたグリッドシステムで

直射光を遮蔽

２枚のガラスの間にプラスチックのフィンを挟み込み、直射光はフィンで反射させ、

拡散光のみを室内に取り入れる。

デイライトグリッドシステム
ハノーバーメッセ 2 6号棟展示場/トーマス・ヘルツォーク
掲載誌例　 TH OM AS HERZOG A RCH ITECTURE & TECH NOLOGY

内観

内観詳細

開口部
格子

1-G
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設計事例 N o .6 8 設計事例 N o .6 9

設計事例 N o .7 1

アウトドアデッキへのブリッジも兼ねた

FRP製グレーチングの庇

１階寝室の窓外に設けたアプローチ通路の上部には、

FRP製のグレーチングが架かり、格子の隙間からやわらかな光を落とす。

２階レベルでは、庇は居間からデッキへ渡るブリッジの床になっている。

FRP製グレーチングの庇
日傘の家/大沢良二＋エステック計画研究所
掲載誌例　 住宅建築2 0 05 年4 月号

設計事例 N o .7 0

遮光発電ルーバーで建物を覆い、

巨大な軒下空間をつくる

遮光ルーバーによる巨大な軒下空間は、沖縄の伝統的な建築形式アマハジ（雨端）に由来。

方位ごとに形状の異なるルーバーを設置して亜熱帯の強烈な日射を遮蔽しながら、

太陽光発電によるアクティブな創エネ手法も加味している。

遮光発電ルーバー
糸満市庁舎/日本設計
掲載誌例　日本建築学会総合論文誌第１号

冬期の冷輻射防止を考慮した不織布のスクリーン

木製サッシュ複層ガラスの大開口の内側に不織布のスクリーンを設置。

内部の空気層が断熱効果を発揮し、冬期の窓面からの冷輻射を抑える。

不織布のスクリーン
相模原の住宅/野沢正光建築工房
掲載誌例　新建築住宅特集 19 9 3年7 月号

外観

内観

１階外観 ２階外観

外部付属物

格子（水平）

3-G

外部付属物

格子（垂直）

3-G'

内部付属物

面

2-S

アサギテラスに影を落とし風を通すルーバー庇

人々の憩いの場であるアサギテラスと呼ばれる屋外空間には、

コンクリートのルーバーが架けられており、亜熱帯気候の強い日射しを遮る。

コンクリートのルーバー庇
名護市庁舎/象設計集団＋アトリエモビル
掲載誌例　建築文化 1 9 9 3年10 月号

外観

外部付属物

縦ルーバー（水平）

3-V
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設計事例 N o .7 2 設計事例 N o .7 3

吹き抜けの高窓に設けたブラインド

密集した市街地という敷地条件ゆえ、

１階のリビングの吹き抜けに設けた大きな高窓を設主要な採光面としている。

高窓の内側にはアルミ製のブラインドが設けてあり、キャットウォークから操作する。

アルミ製ブラインド
水戸八幡町の家/小玉祐一郎＋エステック計画研究所
掲載誌例　新建築住宅特集 20 00 年6月号

外観 外観

内部付属物

横ルーバー

2-H

設計事例 N o .7 4

採光・換気を自在に操るシャッター

塀のないオープンな外構とした戸建て住宅の１階に、防犯性も兼ねて設置したシャッター。

スラット間に通気孔（スリット）が設けてあり、シャッターを降ろした状態で

も採光や換気が思いのままに操れる。

ウインドウシャッター
野川エコヴィレッジ /エステック計画研究所
掲載誌例　建築知識 ・2 00 4年9 月号

外観 外観

網戸も付いた防犯用の引込み格子戸

アルミサッシの内側に設けた木製の格子戸。通風換気用に網戸が付いている。

格子は防犯の役も担い、夜間でも外側のサッシを開放できる仕組み。

引込み格子網戸
親緑住居/村田靖夫建築研究室
掲載誌例　 新建築住宅特集20 01 年12 月号

外観 外観

内部付属物

格子

2-G

外部付属物

面（垂直）

3-S'

 
図 6.5.17 設計事例 
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図 6.1.2 各種ガラスの分光特性（p.449） 
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図 6.1.3 分光と波長平均での比較（p.449） 
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図 6.1.4 再放射等の扱いによる比較（p.449） 

 

- 524 -


	@上03_第Ⅰ編第5章
	@上10_最終報告書_P0217-0360_M
	@上11_最終報告書_P0361-0392_C
	@上12_最終報告書_P0393-0400_M
	@上13_最終報告書_P0401-0408_C
	@上14_最終報告書_P0409-0416_M
	@上15_最終報告書_P0417-0448_C

	@上16_最終報告書_P0449-0488_M
	@上17_最終報告書_P0489-0496_C
	@上18_最終報告書_P0497-0520_M
	@上19_最終報告書_P0521-0528_C



